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大迫弘和

　「カムパネルラ、また僕たち二人き
りになったねえ、どこまでもどこまで
も一緒に行こう。僕はもうあのさそり
のようにほんとうにみんなの幸(さいわ
い)のためならば僕のからだなんか百ぺ
ん灼(や)いてもかまわない。」
　「うん。僕だってそうだ。」カムパ
ネルラの眼にはきれいな涙(なみだ)が
うかんでいました。
　「けれどもほんとうのさいわいは一
体何だろう。」ジョバンニが云いまし
た。
　「僕わからない。」カムパネルラが
ぼんやり云いました。
　「僕たちしっかりやろうねえ。」
ジョバンニが胸いっぱい新らしい力が
湧(わ)くようにふうと息をしながら云
いました。

◇
　貧しいジョバンニと友人を助けるた
めに死んだカムパネルラ、二人の少年
が銀河鉄道に乗って幻想的な宇宙を旅
する宮沢賢治の美しい作品『銀河鉄道
の夜』の一節です。
　電車に乗るということを少し考えて
みました。
　電車に乗るということは一般的には
「乗ること」そのものが目的ではあり
ません。どこかに「着く」ために、私
たちは電車に乗ります。目的地があ
り、その「手段」として、電車に乗る
のです。
　それでは、電車に乗っている時間と
いうのは、ただ「手段」としての意味
しかないのでしょうか?　電車に乗って
いる間も「時間」は確実に流れていき
ます。たった一回きりの時間が。
　千里国際学園号をご紹介しましょ
う。
　車内は静かです。犬養道子さんが
「ああ気が狂う」（『アウトサイダー
からの手紙』）と書くお節介な車内放
送はありません。勿論車内は全面禁
煙、乗客は育ち盛りの子供たちですか
ら、空気はきれいでなくてはなりませ
ん。

　車内放送がなかったり、全面禁煙
だったり、千里国際学園号では1991年
の電車の発車時から当たり前のこと
も、日本という国の中ではまだまだ珍
しいことのようです。どこそこにチャ
イムのならない学校が！とかどこそこ
の地域で学校が全面禁煙に！とか、新
聞にまだ仰々しく取り上げられていま
すから。
　千里国際学園号は１号車からは６号
車までがＳＩＳ席になっていますが、
１号車から６号車までにお乗りのお客
様は後ろの７号車、８号車に自由にお
入りいただけます。７号車、８号車に
はその後ろの９号車から12号車までに
お乗りのＯＩＳ席のお客様も自由にお
入りになられます。即ち７号車、８号
車ではＳＩＳ席・ＯＩＳ席のお客様に
より音楽や美術や体育、その他いろい
ろな活動が一緒に行われているので
す。最近は特に生徒会などもこの号車
で本当にいきいきとした活動をしてい
ます。
　更にＳＩＳ席の乗車券をお持ちの方
なら９号車から12号車までのＯＩＳ席
の号車に必要に応じお入りいただくこ
とも出来ます。ここではIB　ENGLISHの
ような高度な学習が行われています
が、ＳＩＳ席の乗車券をご提示いただ
ければ、そのようなコースを受けるこ
とが出来るのです。勿論ＯＩＳ席の乗
車券をお持ちの方が、ＳＩＳ号車で国
語の学習をしたり、といったことも出
来るようになっています。
　さて12両編成の千里国際学園号に
は、ＳＩＳ席・ＯＩＳ席のいずれかの
乗車券を持った元気で明るく心の優し
い子供たちが乗り込んでいるわけです
が、乗車券の違いはあっても、子供た
ちはどの号車もこのように自分の場所
にすることが出来ます。ＳＩＳ号車・
ＯＩＳ号車がひとつになって走り続け
ています。
　特筆すべきは、車内の子供たちの様
子でしょう。彼らはただじっと本を読
んでいるだけではありません。勿論、

静かに読書に没頭する時間も大切で
す。しかし、千里国際学園号の車内で
生徒たちは、本から得られる知識だけ
でなく、千里国際学園号を下車した後
に自分の力で人生をしっかりと切り開
いていけるような、真の学力を獲得す
るためのトレーニングを続けていま
す。乗車中の時間を「目的地」に着く
ためだけの「手段」にするのではな
く、その一瞬一瞬が「手段」以上の意
味を持つ、そのような「一回きりの時
間」が、千里国際学園号の車内には流
れています。
　車内は様々な違いを持った子供たち
で溢れています。その「違い」故、子
供たちは自己と異なる他者を受け容れ
る力をいつの間にか自然に身につけ、
それが車内の優しく思いやりに満ちた
雰囲気を生み出しています。
　今の時代ほど、人として、自己と異
なる他者に対して暖かい気持ちを持つ
ことが必要な時代はないように思えま
すが、千里国際学園号の乗客たちは、
そのことは、本当によくできていると
思います。
　千里国際学園号は１年ごとにちょっ
と停車し、下車と乗車があります。こ
れまで13回、停車をしました。その度
に、立派な若者になった乗客たちが下
車し、比ゆ的な表現でもなんでもな
く、まさに世界中に旅立っていきま
す。そして昨日までランドセルを背
負っていた新しい乗客を迎えます。
　千里国際学園号は、これからも、走
り続けます。ジョバンニとカムパネル
ラを乗せた銀河鉄道のように、世界
の、人生の、深い意味を、乗客である
子供たちが、しっかりと考えていける
ような「時間」を車内に流しながら。

◇
　僕もうあんな大きな暗(やみ)の中
だってこわくない。きっとみんなのほ
んとうのさいわいをさがしに行く。ど
こまでもどこまでも僕たち一緒に進ん
で行こう。
（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』より）
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　３月６日（土）千里国際学園体育館にて、高等部第11回卒業式が挙行されました。卒業生は、スライドと各自が選んだお
気に入りのBGMとともに紹介文が読まれる中、スポットライトを浴びながら赤いじゅうたんから登壇し、ひとりひとりが校長
先生から卒業証書を受け取りました。卒業生の輝かしい未来に幸あれ！

竹上貴之

　僕達が卒業式で森山直太郎さんの「さくら」を歌ってからはや、２ヶ月が経ちま
した。各々が新しい環境に飛びこんで、可能性を広げようとしています。そんな
中、前12年生（第11期生）が卒業記念品として学校にプロジェクターを寄贈した他
に、もうひとつこの学園に残していった゛モノ゛があります。
　 「さて、なんでしょうか？」
　こんなところで隠しても仕方がないので答えを明かしたいと思います。それは
「素晴らしき木々」です。桜７本、ケヤキ１本を学園内に植えました。学園空間に
ずっと存在し続けてほしいという想いがこもっています。植えられた木々にはそれ
ぞれ目印となるように、プレートを付けておきました。どうか、どうか大切にして
ください。「素晴らしき木々」を見て僕達の事を思い出してほしいと心から願って
います。そして、これらの木々がずっと学園を見守っているということを忘れない
でくださいね。
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2003年度千里国際学園高等部「大学等合格状況一覧」　2004年4月19日現在判明分

2003年度卒業生徒数90名・過年度生 11名（合格者数は延べ人数）　　　*掲載順序は北から南への地域順

学校名 学校名

〈国公立大学〉 現役 卒業 〈私立大学・短期大学〉 現役 卒業

北海道大学 1 武庫川女子大学 2

一橋大学 1 日本赤十字広島看護大学 1

筑波大学 2 神戸常盤短期大学 1

東京藝術大学 1 白鳳女子短期大学 1

三重大学 1

京都教育大学 1 〈専門学校〉 現役 卒業

大阪大学 2 1 日本生命済生会

大阪府立大学 1 付属日生看護専門学校

神戸大学 1 大阪府医師会看護専門学校 1

神戸市外国語大学 1 豊中看護専門学校 1

国立病院大阪医療センター

〈私立大学・短期大学〉 現役 卒業 付属看護専門学校

慶応義塾大学 6 2 大阪外語専門学校 1

上智大学 5 ﾛｲﾔﾙｸﾞﾙｰﾐﾝｸﾞｽｸｰﾙ 1

国際基督教大学（ICU) 1

独協大学 1 〈海外の大学〉 現役 卒業

武蔵野音楽大学 1 Temple Univ. 1

中央大学 1 Amherst College 2

フェリス女学院大学 1 Bates College 1

関東学院大学 1 Macalester College 1

東海大学 1 Pomona College 1

金沢工業大学 1 Williams College 1

豊田工業大学 1 Middlebury College 1

平安女学院大学 1 Ohio Wesleyan Univ. 1

立命館大学 14 4 The College of Wooster 1

京都外国語大学 8 Univ. of Melbourne 1

龍谷大学 2 1 Univ.of Oregon 1

同志社大学 2 1 Eckerd College 1

京都薬科大学 1 McMaster Univ. 1

京都産業大学 1 Univ. of Adelaide 1

京都精華大学 1 1 Elizabethtown College 1

関西大学 6 4 Univ.of Newcastle Upon Tyne 1

大阪薬科大学 1 The University of Edinburgh 1

大阪国際大学 1 Spring Hill College 1

大阪芸術大学 1 Stetson University 1

近畿大学 2 Juniata College 1

追手門学院大学 1 Univ. of Missouri-St.Louis 1

桃山学院大学 1 Butler Univ. 1

宝塚造形芸術大学 1 Linfield College 1

関西学院大学 12 1 Oregon State Univ. 1

神戸女学院大学 6 1 Pitzer College 1

甲南女子大学 2 Earlham College 1

甲南大学 1

関西外国語大学 2 1

梅花女子大学 2 その他結果待ち数件

合格者数 合格者数

1

1
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　４月２日（金）、雨も上がり薄日の差す中、
第14回入学式が体育館において執り行われまし
た。62名の中等部入学生と86名（うち、内部進
学生6７名）の高等部入学生が、音楽科森路佳
先生の指揮によるミドルスクールバンドの演奏
のなか、照れながらも、誇らしげに入場してき
ました。まだ、小学生の面影を残した中等部新
入生と体格だけでなく内面的にも３年間の成長
をはっきりと感じさせる高等部入学生、どちら
も満開の桜に負けないほど晴れやかな姿でし
た。
　毎年恒例の生徒宣誓。今年は５ヶ国語で行わ
れました。緒方良輔さん（７年、日本語）柯　
競雄さん（７年、中国語）、李千恵さん（７
年、韓国朝鮮語）、楢木亜友美さん(７年、ス
ペイン語)、カブリーニ・アイシャさん（７
年、英語）の５人がそれぞれの言語で世界人権
宣言に基づいた生徒宣誓が行いました。その
後、中等部生徒会の杉原翔さん、清水航さん、
高等部生徒会の新見眞史さん、サイラッド・ク
リスティーンさんのユニーク歓迎の言葉で、緊
張もほぐれ和やかな入学式となりました。新入
学生のみなさん、Welcome to 千里国際学園！

ここでの「帰国生」には帰国Ａ・帰国Ｂ入試を受験した国内国際学校出身者を含みます。（アドミッションズオフィス）

07 松 原 正 幸 Matsubara Masayuki ア メ リ

08 小 林 朋 世 Kobayashi Tomoyo デ ン マー

08 梁 井 彩 Yanai Aya イ ラ

09 佐 野 絵 理 Sano Eri ア メ リ

10 白 浜 龍 男 Shirahama Tatsuo 中 国

10 亀 井 拓 Kamei Taku 日 本

10 矢 野 美 穂 Yano Mihoko フ ィ ジ

10 片 岡 亮 平 Kataoka Ryohei ア メ リ

10 谷 ソ ラ Tani Sora 韓 国

10 福 島 愛 巳 Fukushima Manami シ ン ガ ポ

10 丹 波 友 里 Tamba Yuri マ レ ーシ

10 郷 原 晴 香 Gohara Haruka 台 湾

10 野 本 由 布 Nomoto Yuki タ イ

10 田 山 佳 奈 Tayama Kana タ イ

10 有 村 美 樹 Arimura Miki シ ン ガ ポ

11 吉 岡 佐 知 Yoshioka Sachiko ア メ リ

12 木 村 友 果 Kimura Yuka ニ ュ ー ジ ー

12 竹 中 大 将 Takenaka Hiroyuki カ ナ

12 大 谷 美 鈴 Otani Misuzu イ タ リ

12 半 井 恵 未 Nakarai Megumi イ ギ リ

学年 姓 名 Last First 在留国

07 青木 ゆり Aoki Yuri アメリカ

07 ｶﾌﾞﾘｰﾆ ｱｲｼｬ Cabrini Aysha イギリス

07 鈴木 景 Suzuki Kei アメリカ

07 中野 万里 Nakano Mari オーストラリア

07 小竹 京子 Kotake Kyoko ドイツ

07 友井 智弘 Tomoi Chihiro 日本国/ｵｰｽﾄﾗﾘｱ

07 山添 歩 Yamazoe Ayumu アメリカ

07 柯 競雄 Ka Sachio 台湾

07 李 智恵 Lee Chie 日本国

07 西尾 辰洋 Nishio Tatsuhiro 日本国

07 為岡 稚子 Tameoka Wakako 日本国

07 康 鈴香 Kang Ryong Hyang 日本国

07 ｼﾞｮﾝｽﾄﾝ ﾀﾊﾞｻ Johnston Tabatha アメリカ

07 島田 さつき Shimada Satsuki タイ

07 北野 雄也 Kitano Kazuya オーストラリア

07 髙橋 直人 Takahashi Naoto オランダ

07 日浦 みな美 Hiura Minami オーストラリア

07 佐野 貴 Sano Takashi アメリカ

07 西本 峻 Nishimoto Shun シンガポール
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森香奈子

　はじめまして。４月から国語の授業
を担当しています。この学校に集う皆
さんに出会えて、とても嬉しく思いま
す。
　私は、「出会い」を大切にしていま
す。ヒトやモノと出会うたびに、自分
の世界が拡がっていくからです。これ
からこの学校で、どれだけ世界を拡げ
ることができるのだろうか･･･と、ワク
ワクしています。また、私との「出会
い」が、皆さんの世界を拡げられるも
のであればいいなと思っています。
　春は、９年生の国語と10年生の現代
文、12年生の古典演習を担当すること
になりました。他のクラスの皆さん
も、気軽に声をかけて下さいね。
　ここで過ごす一日一日、一瞬一瞬を
大切に、一つでも多くの世界と向き
合っていきたいと思っています。よろ
しくお願いします。

佐伯昭洋

　この春から数学の非常勤講師として
お世話になる佐伯と申します。本校に
来るまで は、兵庫県の私立高校や公立
高校で教鞭をとっていました。いきな
りですが...　
　「１＋１はいくらでしょうか？」
　このような問題がテストで出題され
たとすると、みなさんはどのようにお
答えにな るでしょうか？おそらく
「２」という解答が大半だと思いま
す。算数の世界ならそれ でマルをもら
えるのですが、数学では正解はこれだ
けとは限りません。
　私達は無意識に「１」という数字、
「＋」「＝」という記号を解釈して計
算しま す。しかし、これは我々が勝手
に解釈しているだけで、厳密には問題
文だけを見ると これらの数字・記号の
意味が書かれていません。つまり、こ
のままだと、これらはた だの棒線に過
ぎず、「これをこういう意味である」

という取り決め（定義付
け）さえ 行えば、無数の
解答が生み出されてしま
います。
　例えば「１」という数
字が２進法だという取り
決めを行えば「１＋１＝
10」となり ますし、
「１」を花束と解釈する
と、「１（束）＋１
（束）＝（大きい）１
（束）」 という解答も考えられます。
数字や記号をただの「棒」と解釈する
と、「田」という 答えも正解なので
す。
　「１＋１」という一見単純に見える
問題でさえ、これだけの解釈が考えら
れます。 より複雑な問題や日常的な事
柄では、これより遥かに多い解釈（誤
解）がなされるこ とでしょう。物事を
きちんと説明する大切さ、これを授業
を通じて生徒に伝えること ができたら
と思います。まだまだ若輩者ですが、
よろしくお願い致します。

北村庸子

　始めまして、情報科、非常勤講師の
北村庸子です。この５年間は兵庫県の
県立高校で、情報等を教えてきまし
た。大学卒業直後、メーカーで仕事を
していた時も技術進歩の速さに驚いて
いましたが、当然のことながら最近の
コンピューター、通信機器の発展には
目を見張るものがあります。コン
ピューターを普通の文房具のように道
具として使いこなせるのがあたりま
え、という時代がすぐそこまで来てい
るように思います。そう思うと、学び
の道具としてのコンピューターを教え
ることの責任の重さを、改めて感じて
います。また、SISに来てすべてが生徒
を中心に行われていることを日々実感
し、私自身がさらに多くのことを共に
学んでいければと思っています。どう
ぞよろしくお願いいたします。

Rob Tabatabai

Hello Everybody!
I am from England and have been living

and working here in Japan for 6 years.
However I have been lucky enough to live
and work in a variety of countries including
Australia, Belgium, France, Germany,
Holland, Ireland and the USA.  It is a great
pleasure to be working here in such an
international environment, where there are
so many students and teachers who have
traveled, worked, lived or are interested in
living, in so many countries!  I have a wide
variety of interests and am happy to freely
answer any questions you may have!

Elisa Tricerri

Bonjour a  ̀tous
My name is Elisa Tricerri. I am from

Strasbourg which is a really nice city in the
North-East of France. Because of my
strong interest in Japanese culture I have
studied it 4 years.

I came to Japan, in Osaka, more than 3
years ago and started working for the
Alliance Francaise- Nichi Futsu
center.Since that time I have been enjoying
my life in Japan. My hobbies are Ceramics,
cooking, discovering new things and
traveling around Kansai and Japan. I want
to do my best to make all the students love
the French language.I am looking forward
to working with all the staff, the students
and the parents in a good atmosphere.

A bientot.
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Ruth Steinhoff

My name is Ruth Steinhoff and I am
from Germany. Since three years I am living
here in Minoh. The time before I came to
Japan I have been lived 6 years close to
Stuttgart. I am married and I have a son
which is 5 ? years old.

Before I become a mother I worked 13
years in the industry for different tasks. I
taught new staff and our team built up the
total quality management ? ISO 9000 - for
the company. The last two years I taught
German language for a group in the medium
age class which tried to improve their
knowledge from their university.

The time in Japan is exciting. I start
learning really about Japan since I am here.
It is very different from them which is public
known in my country. The culture from
Germany is different and this is what it
makes so interesting for me to stay here.
Furthermore a lot of similarity in our
countries in relation to the history and for
the character of the people is still there.

Together with Shinobu Katsuragi I will
teach the German language at the school.
The combination of grammar lessons and
speaking practice is our main concern. I
want to have a good work together with all
pupils, parents and the staff.

The "sakura"  is a perfect welcome for
me to start here.

Thanks

アニコ・アダム（教育職員）
セリーヌ・デュエ（教育職員）
河合英美（教育職員）
箕浦尚美（教育職員）
石田純子（教育職員）
竹内　清（警備員）
三浦　浩（警備員）

原　和久　
OIS日本語科

　10年生以上のOIS日本語クラスでは、自分
自身のあり方や友達との関係を見つめる
きっかけになればと、３年ほど前から国際
文化フォーラムが主催する「高校生のフォ
トメッセージコンテスト」に参加していま
す。仲のいい友達や気になる友達の写真を
５枚撮影し、同世代の高校生に伝えたい
メッセージをつけて応募するのですが、レ
ンズを通して友達と関わり発見したことを
自分自身の言葉で表現するこのアクティビ
ティーは、同時に自分が何者なのかということをつかむよい練習にもなっ
ているようです。幸い、昨年度は２名が努力賞、そして今年度はOIS11年
生のジミー・ビューリー君がみごと優秀賞を獲得しました。
　この度、日本語クラスでの「フォトメッセージ」の取り組みとビュー
リー君をはじめとする生徒たちのエピソードが岩波ジュニア新書『レンズ
の向こうに自分が見える』(野村訓編著)として出版されることになりまし
た。SIS12年の仲谷環さんやOIS11年の多谷亮太君の写真、そしてビュー
リー君の手記も掲載されています。生徒たちのエネルギーあふれる写真と
文章を、ぜひ手にとってご覧ください。

http://www.tjf.or.jp/photocon/pastwork/b_2003.htm

http://www.iwanami.co.jp/hensyu/jr/index.html

出版社: 岩波書店 ; ISBN: 4005004652 ; (2004/03)価格: 777円(税込)

１　写真を撮るってどういうこと？（野村訓）
２　写真は心のレントゲン（野村訓）
３　友とかかわる　社会とつながる
インターナショナルスクールの日本語教室から（原和久）
４　こうして自分が見えてきた　写真と出会った僕（ジミー・ビュー
リー）他

〈写真を撮る〉ことは、まだ自分で気づいていない自分自身を撮ること。
この本ではOIS と定時制高校の６人の高校生たちが、カメラを通して人と
出会い、自分の本当の居場所を見つけ、自分を生きることができるように
なった過程を、彼ら自身の写真作品と文章でたどります。
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阪口冬子

　さかのぼれば１年前の１月。カフェ
に学年で集まり、旅行委員に名乗りを
挙げたメンバーが、それぞれの旅行に
対する熱意を述べた時のことを今でも
覚えています。そして承認を得てから
３月までの一年二ヶ月、私達が歩んで
きた道のりは、間違いなく平坦なもの
ではありませんでした。委員会がすん
なり終わることはほとんどと言ってい
い程なかったし、激しくもめたことも
ありました。
　そんな中、常に大前提としてあった
のは、「学年全員で作る旅行」だとい
うこと。できるだけ学年全体との疎通
をはかろうと、意識調査や多数決で意
見を聞き、それを基盤に進めてきたつ
もりです。だから、テーマ（：一期一
会。それぞれ自分の一期一会を決め、
達成の瞬間を写真に収めるというも
の）決めから行き先・プラン決めま
で、委員で様々な意見をぶつけ合い、
思考を凝らして活動してきた中に、無
駄なことは一つもなかったし、全てが
あってこそ後の成功に繋がったのだと
思います。
　「何持ってく？」「カバンどうする
～？」と皆が騒ぎ始めたのは１週間
前。なかなか実感が湧かないまま、出
発を明日に控え、11年生を終えまし
た。では、私達の輝かしき５日間をご
紹介しましょう。
　１日目：高まる興奮を乗せた飛行機
は、第１の舞台・石垣島へ。島内観光
時は、バスの窓から広がる世界に皆釘
付け。家に飾られたシーサーなど、沖
縄ならではの風景に目をやっては、沖
縄の地にいるのだという喜びを噛みし
めていたことでしょう。一行は民俗園
へ行き、八重山の文化や動植物を、五
感をフルに使って楽しみました。
　２日目：鍾乳洞で自然の神秘を感じ
た後、グラスボートで目に映る海底の
魚やサンゴに感動。そして“これぞ離
島”竹富島へ。石造りの塀に歴史ある
家、それに何とも映えるハイビスカ

ス。その町並みを水牛車に乗って楽し
み、それぞれの民宿へ（ここでは４つ
の民宿に分泊）。夜は再び集まり青年
会の方々との交流会。エイサーをご披
露、レクチャーしてくださり、会場は
音楽と笑い声に包まれ、大いに楽しみ
ました。竹富では、交流会でも民宿で
も、現地の方の温かさを感じられたと
思います。
　３日目：無人島へ。美しい自然を感
じ、昼食はＢＢＱ。ここで旅行委員か
ら一人一人へＴシャツをプレゼント。
水遊びも楽しんだ後、小浜島を経由し
て、再び石垣へ。ホテルでの夕食時
は、１日目から引き続き、なかなかハ
イレベルなものまねなどで盛り上がり
ました。
　４日目：那覇へ移動し、ひめゆり資
料館での講和や壕の追体験で平和学
習。楽しむ気持ちとは一旦離れ、沖縄
戦争に身近に触れ、みんながそれぞれ
の思いを感じました。最後の夜。驚く
ほど綺麗なホテルでの琉球パーティー
では、グループ別のパフォーマンスや
ゲームで、盛り上がりは最高潮に。そ
れと同時に、沖縄との別れを惜しむ気
持ちも皆の胸にはあっただろうと思い
ます。
　最終日：体験学習ができる琉球村で
の時間を過ごし、国宝・首里城へ。そ
して国際通りでの買い物を楽しんだ後

のバスで聞こえた言葉・・・「俺はみ
んなとのかけがえのない思い出を買っ
たよ（笑）」
　こんなセリフを言えてしまうのはＡ
君ぐらいだけど、皆の心にも確実に同
じ思いがあったはず。みんなで行った
沖縄学年旅行の思い出が、何よりも価
値のあるものとして、一生ものの財産
として、いつまでも一人一人の心の中
にあり続けるでしょう。みんなで一緒
に過ごした時間、現地の人との出会
い、それぞれが見て、感じたこと、自
分の一期一会、この旅行を実現する上
で欠かすことのできないたくさんの
方々の存在――プラン決めから当日ま
で、その敏腕ぶりで私達を引っぱって
いってくださった阪急交通社の宍井さ
ん・同じく常に素敵な笑顔と優しさで
私達を包んでくださった福田さん・旅
行中も常にマラソンのことが頭にあっ
た馬場先生・カメラマンとしても奮闘
してくださったファイファー先生・ま
さかの車椅子の状況でも変わらぬサバ
サバぶりだった土佐先生・生徒に負け
ない笑顔でみんなの写真に写っていた
平尾教頭先生・幸いケガ、病人が少な
かったことから常に行動を共にできた
弥永先生・見送り、お迎えに来てくだ
さった大迫校長先生・そして旅行委員
に大きな力を与え続けてくださった井
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加賀奈穂子

　「色彩体温～Color　Communication
～」を考え出してからおよそ８ヶ月。
この原稿を書いている今はイベント開
催まで一ヶ月を切った地点にいます。
まもなく、前代未聞（素晴らしすぎ
て・・）の国際交流イベントが幕を開
けます。私たちらしい国際交流の原点
を見出し、たくさんの人に感じ取って
もらいたい、またその中で高校生と大
学院生のコラボレートとして活動して
いる彩都の素敵さを見てもらいたい、
そう思ってはじめたイベントも今で
は、最初に想像していたよりもずっと
ずっと壮大なものへとなりつつありま
す。色彩体温は簡単にいうとに６つの
国とそのワークショップで成り立つイ
ベントです。午前中は各国の広場へ行
きその国の紹介やパフォーマンスなど
を見て廻り「国」を感じ取ってもらい
ます。そして午後は１つの国の教室に
滞在し、ランチをして、ワークショッ
プを体験してもらいます。最後には大
きな劇場となるステージの上で、参加
者の方と各国で教えていらした講師の
方が共にコンサートを開くという形に
なっています。
　一つのイベントを計画するのがこん
なにも大変だったということを、私は
この8ヶ月間の活動を通して身にしみて

知る事ができました。このイベントを
作り上げるには、まず６カ国で活躍し
てくださる講師の方々の協力が必要で
した。しかしその講師の方々を見つけ
交渉や交流をさせて頂くまでの準備も
自分達の仕事でした。それから当日必
要になる材料や食材の見積もりとその
購入、広場の飾りつけからステージの
デザインと作成、道や看板を含むイン
フラ設備など本当に一から全て｢自分た
ちの手で｣というモットーにこだわった
イベントは一つ一つがものすごく丁寧
に扱わなければいけない仕事ばかりで
した。しかし、そうしてその都度知恵
を出し合い話し合いをしていく過程に
おいて、私達彩都メンバーはたくさん
の素敵な人達と出会うことができまし
た。IMI大学院生のメンバーや先生方と
は1年半前からの付き合いでしたが、そ
の上に1月SIS/OISから募集した約30人
の色彩体温イベントスタッフ、費用や
インフラ面でサポートしてくださる社
会の人々（国際文化交流センター・大
阪の行政・メディアラボ・業者・ラジ
オ他）、そしてイベント当日にかかせ
ない様々な国から来た音楽のプロ・民
芸の職人・各国の料理人のみなさんと
出会い、活動を共にしてきました。そ
の中では時にそれぞれの文化や考えの
違いにおいての衝突などもありました
が、本当に今では一つの大きな（そし

て愉快な）「仲間」としてイベントへ
向けて頑張っています。
　今はまだ信じられないけれど、この
記事が皆さんに読まれる頃にはイベン
トは終わり、彩都メンバーとその仲間
は皆一段落ついていることでしょう。
しかし今はイベント当日の５月1日まで
一ヶ月という所なので楽しみにしてい
る反面緊張もしていますが、こんなに
たくさんの人達が協力してくださっ
て、こんなにたくさんの力と時間を費
やしてきたのだから、必ず成功すると
信じています。そして参加者全員に私
達が見つけ出した「国際」を感じても
らい、私達の里山が一つの世界になる
瞬間を見てもらいたいと思います。
あぁ、なんて規模の大きい青春の
形・・本当に彩都は自分の成長を見
守ってくれる最高のプロジェクトで
す。この全てを受け入れ、見守ってく
れる大きな里山でこれからも皆とどん
どん未来の町づくりのため活動を続け
ていきたいと思います。

藤先生・もちろんそれぞれ私たちの保
護者。全て忘れてはなりません。
　この場をかりて。この１年、委員長
としての私には常に不安がありまし
た。それだけ自分のやってきたことに
自信がありませんでした。たくさんの
方に迷惑をかけたし、本当にお世話に
なりました。たくさんの方――先ほど
紹介した方々、そして学年のみんな、
全員です。勝手ながら、皆様の存在は
私にとって絶大でした。本当にありが

とうございました。委員長として胸を
張ることはできないけれど、みんなと
共にこの旅行を作り上げたことは、私
の誇りです。また、旅行委員のメン
バー、みんなと旅行までの時間を共有
できてよかった。本当にお疲れ様でし
た。
　恐縮に思いますが、委員として、み
んなから“ありがとう”の言葉をいた
だくことが何度かありました。けれど
皆さん、自分に対しての感謝の気持ち

を忘れていませんか？この旅行は、み
んなで作り上げたもの。旅行作りに手
を出し、実現させ、めいっぱい楽しん
だ自分自身にも“ありがとう”を言い
ましょう。
　輝かしき青春の１ページを書き足し
たみんなに　≪巧≫
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井藤真由美

　前号でも書かせていただきましたが
冬学期開講の選択授業「バイリンガリ
ズム」では①定義と測定②言語学的見
地③社会問題④心理学的見地、と、バ
イリンガルに関する問題を多角的に捉
えようとしています。それぞれについ
て実験レポートやリサーチペーパーな
どを書いたものを一学期間のポトフォ
リオとしてまとめ、ただいま図書館に
置いていただいていますのでぜひご覧
ください。
　さて、前回は上述の②で行った、
コードスイッチについての実験レポー
トより受講生たちの発見を紹介させて
いただきましたが、今回と次回と二回
に分けて、③の社会問題についてのリ
サーチペーパーでどのようなテーマが
取り上げられたかを簡単に紹介させて
いただきたいと思います。
　日本語で「バイリンガル」というと
「英語」と「日本語」ができる人、と
いう狭義に捉えられている感が否め
ず、また一般的には非常に特殊な現象
と捉えられがちですが、地球全体から
見てみると事情はまったく違います。
学者によってばらつきがありますが地
球上に言語は3,000～6,000語存在する
といわれていますから、国家の数が約
200であることから単純に割り算すれば
一国あたり平均15-30語ということにな
ります。当然さまざまなバイリンガル
（マルチリンガル）環境が世界中には
あり、地球全人類のうちバイルンガル
（マルチリンガル）人口は全体の70％
ともいわれています。世界中にはどの
ようなバイリンガル環境があるのか、
それぞれどのような問題を抱えている
のか、また言語政策が立てられる場合
どのようなプラス面とマイナス面があ
るのか・・・これらのことを知ること
は、世界をよく知る、という意味では
もちろんですが、日本の状況を、そし
て私たちOIS/SIS環境でのバイリンガル
事情を再認識再考察するよい機会でも
あると思います。
　* 金光未帆さんは、SISに編入するま

での3年間を過ごしたスイスにおいて4
つの公用語（Swiss German, French,
Swiss Italian, Romanche）がいかに共
存しているか、その長所と不便な点を
まとめました。それぞれの言語話者は
63.6％、19.2％、7.6％、0.6％、そし
てこの4つの言語以外を母語として話す
人口が全体の９％もを占めるというこ
とです。
　* 小川佳泰くんは、同じく以前住んで
いたカナダにおけるフランス語のイ
マージョン教育についてまとめまし
た。SISの言語ポリシーも「一部イマー
ジョン」というように日本でも最近使
われるようになった、この「イマー
ジョン」というバイリンガル教育方
針、発祥地はカナダです。いかにこの
バイリンガル教育が成功し、世界で規
範とされるようになったのか、という
ことについて、「一部イマージョン」
を行っているSISにいる皆さんにもぜひ
知っていただきたいと思います。
　* 尾崎真奈美さんは、Sign Language
(手話)の位置づけについて、日本と他
国との違いを指摘しました。システマ
ティックな文法構造を持つ『S i g n
Language』は、アメリカ、スウェーデ
ンなど多くの国でひとつの「言語」と
して位置づけられています。そして聴
覚障害をもつ人にとっての『第一言
語』であるべく教育を行い、別の言語
の読み書きができるのであれば『バイ
リンガル』であるとみなされていま
す。残念ながら日本ではそのような対
応がとられていないという現実をぜひ
皆さんも知って考えてみてください。
　* 松村実果さんは、日本での移民受け
入れの現状について、『移民の日本語
習得と母語の保持』に焦点を当ててリ
サーチしました。移民受け入れの歴史
が浅いということを差し引いても、日
本に住む移民（に限らず外国人一般）
に対しての言語教育の方針はまだまだ
遅れていると言わざるを得ません。日
本語での指導の仕方や、また、母語や
母国の文化を保持することの大切さは
一般に日本の学校社会でよく理解され
ているとはいえない現実があります。
実果さんは、この点についてリサーチ

したことをまとめるだけではなく、自
分が小学校時代をすごしたアメリカで
のこと、10歳で日本に帰ってきたとき
の経験をからめて書いてくれました。
　* マランティナさんは、アメリカでの
English Only Movementについてレポー
トしました。アメリカは、これまでの
短い歴史の中で、バイリンガル教育を
推し進めるか否かについて時計の振り
子のようにその方針が大きく両極端に
揺れてきた国です。上記の松村実果さ
んのレポートが語るように、移民を積
極的に受け入れ、その子供たちに母国
の言葉と文化を保持させながらバイリ
ンガル教育を提供している国、という
面もありますが、その反面「英語のみ
を公用語として設定し、英語を国語と
することで国としての統一感を高めよ
う」とする考え、動きも盛んです。
ティナさんはこの考えの長所短所を客
観的に述べた後、この考えに反対する
立場で自分の意見をまとめてくれまし
た。

　バイリンガリズムの専門家のGarcia
という人は、社会とバイリンガリズム
の関係を花園にたとえています。いく
らきれいな花でもひとつの種類と色だ
けしか存在しなければ感動は薄れるで
しょうが多種多様な花に埋もれた花園
は心を豊かにしてくれる、というのと
同じように社会においても多様な言語
が存在することは私たちに豊かさや感
動を与えてくれる、と説明していま
す。そしてその色とりどりの花園を維
持するのが簡単なことではないのと同
じく、言語を保持していくことは時に
とても困難なこととなります。次号（6
月号）では言語の保持、クレオール言
語などに関するレポートについて紹介
したいと思います。
　ここでは簡単な紹介のみとさせてい
ただきましたので、詳しい中身はぜひ
図書館でフォルダーを手にとって読ん
でいただきたいと思います。
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難波和彦

  コードスイッチング(CS) が起こってい
る時、二つの言語が一見むちゃくちゃに
混ざっているようでも、実はかなりの程
度までルールに従って行われていること
が説明できる、ということを前回までの
このコーナーで、見てきました。話し相
手や場面によって言語を使い分ける、と
いう大きな単位でのCSもあれば、ひと
つの文の中で使い分ける、小さな単位の
CSもあります。特に、小さな単位の中
で二つの言語を使っている場合は、”ご
ちゃ混ぜ”の印象があります。このと
き、二つの言語の文法がぶつかって、ど
のようなことが起こっているのかという
のは、興味深いことです。前回、前々回
紹介したMLFモデルでは、母体になる
言語=ML（Matrix Language）に、もう一
方の言語がEL(Embedded Language)とし
て埋め込まれているという考えかたで、
この現象を説明しようとしています。
　今回は、このコーナーの読者が送って
くれたまとまったデータを使って、CS
を分析してみます。次の一連の文章は、
OISの元生徒会長で、今イギリスのロン
ドンにあるImperial Collegeの大学院で
Earthquake Engineeringを学んでいる
Jennifer小川さんが、送ってくれたもの
です。彼女は、ふだんの生活では、英語
のみを使っているのですが、OIS/SISの
卒業生と再会したときは、CSをふんだ
んに使った話しかたにもどると言いま
す。この文章は、彼女が元OISの友人と
のeメールのやり取りのなかで、友人が
芸能人の郷ひろみに出会ったという話返
答をしているところからはじまります。
　　“あのひろみごう//すごーい！// そう
いえば / I remember / he got married to this
rich Japanese lady / she lives in NY / and he
moved over there なんだよね～ // me はI’m
on my last week of term / and working on this
project なんだ。// I’m gonna see Boon &
Masa tomorrow / probably meet up in China
town / and have a nice dinner or something, /
but I have to move out of my hall by Saturday
/ so けっこう忙しくしてます// でもit will
be a いいbreak かな？ // でもよく考えたら
さ / it’s really weird to meet those two in

London. // ぜんぜん想像つかないな～ // お
かしいね、人生って // あははは　ばばく
さ～い //　Anyways, I better get back to my
大学のcoursework... // ふ..終わらせるぞ～
～～～ // じゃI’ll またwrite to you soon //
I’ll 報告するyou how it was / またね～. “
  eメールの文というのは、書き言葉では
あるのですが、ふつうの手紙などにくら
べると、話し言葉に近いものがありま
す。ここでは、二つの言語がどのような
バランスで、使われているのかを数の面
から見てみます。文=sentenceを数える
基準としてみると、(上の例では、二重
の“ / /”がsen tence間の区切り )  14の
sentenceがあり、そのうち日本語だけの
sentenceが6、英語だけのsentenceが0, 日
本語と英語の混ざったものが8ありま
す。この数え方では、英語のほうが少な
いようですが、そのようには見えませ
ん。
　それぞれのsentenceをよく見ると、次
のようなものもあります。”でもよく考
えたらさ、it’s really weird to meet those
two in London” これは、文としては１つ
ですが、日本語と英語の境目がはっきり
していて、二つの言語の文法がぶつかっ
ている、とは考えられません。これは、
二つのclause (節)でできた文であって、
日本語のclauseのあとに、英語のclause
が来ています。clauseというのは、主語
＋述語+áという、ひとつのできごとなど
を表す基本の単位で、このclauseを作る
のに、各言語特有の文法が使われます。
sentenceよりも、clause単位でみたほう
が、ふたつの言語の使用量のバランス
や、二つの言語の文法が、どのようにぶ
つかっているのかが、よくわかりそうで
す。上記の文章をclauseで区切ってみま
す。(一本の斜線“ / “がclauseの区切り) こ
こでは、25のclauseがあり、英語のclause
が8、日本語のclauseが9、そしてミック
スされているものが8あるということに
なります。sentenceの単位で見たときに
比べると、二つの言語がバランスよく使
われているように見えます。
 二つの言語がミックスされた8つのclause
を見てみると、二つの言語がぶつからず
に、きれいに切り替わっているものが見
えます。ひとつは “so けっこう忙しく～
“、”じゃI’ll~”、”でもit will~”いうよう
に、clauseの先頭部分にきて、話をすす
めるつなぎ目になっている言葉です。い

わゆる接続詞とか, discourse markerとか
いわれる言葉が、この役目をしますが、
ここでCSが起こっても二言語の文法に “
ぶつかり” は生じませんし、 “むちゃく
ちゃ”　という印象も受けないでしょ
う。。“えっと”といってから、英語の
文をいうような場合も、これにあたりま
す。もうひとつは、” ～over there なんだ
よね～“、 “～ on this project なんだ“、 “
～breakかな” といったようなclauseの一
番最後に来て、話相手に同意を求めた
り、疑問をなげかけたりするような役目
をしている言葉です。日本語では終助
詞、英語ではtag (It’s hot today, isn’t it?の
“isn’t it”の部分)がこの役目をします。こ
こで、CSが起こっても、文法的にも、
聞いた感じでも、問題はなさそうです。
　ということで、clauseから、先頭にく
る“つなぎ目のことば”と、 最後にくる
“話し相手とのinteractionに関係するこ
とば”の部分をのぞいた部分で、CSが
起こっているものを見てみると、“二つ
の言語の文法が、どのようにぶつかって
いるのか”ということが見えそうです。
“ 1)meはI’m on my last week of term”, “で
も” 2)it will be a いいbreak かな？“ ,
“Anyways, 3)I better get back to my 大学の
coursework. “,  “じゃ4)I’ll またwrite to you
soon” , “5)I’ll 報告するyou how it was” 下
線部の、clauseの”核”の部分だけを見て
みると、日本語のMLに英語のELが挿入
されているのはひとつで、後は、英語の
MLに日本語のELが挿入されているもの
が、４つあります。挿入されているEL
は、me (代名詞の目的格)、いい(形容詞
)、大学の(名詞＋所有を表す助詞)、また
(副詞1)、報告する(動詞の終止形）と
いったもので、Myers-ScottonのMLF /
4M modelで見ると、1), 2) ,4), 5)に関して
は、MLには、内容語と機能語の両方が
使われ、ELには、内容語のみが使われ
るという原則があてはまります。3)につ
いては、ELの中に、機能語も使われて
いて、EL islandという形になっていま
す。2) ~5)の例文の枠組みを図で表すと
次のようになります。clause単位で細か
く見ていっても、原則にのっとったCS
のパターンが見え、“むちゃくちゃ”で
はない、ということが言えそうです。次
回に、この各例文をもう少し詳しくみて
いくことにします。

 

日英   語 日 日

接 続 詞な 終 助 詞な 

EL 

ML 
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●中等部１年生

Mark Avery

I would like to congratulate all the new
grade 7 students on a great start and extend
a big welcome to everyone. The help the
grade 7s settle into their new school, the
grade 8 students organized school tours
and a welcome party. The grade 11s also
welcomed the grade 7s by going to
homerooms and making friends with them.
This means the grade 7s have older
students to talk to and ask questions to.
Thank you to both grades for making our
new start so much easier.
A Good Start

It has been wonderful to see so many
eager faces in the morning. We have not
had any problems with lateness. The
students have all begun very positively. I
have seen a few yawns in morning
homeroom, but generally everyone looks
wide awake and ready to start a new day. I
hope the students will continue to prepare
for the next day by finishing homework
early, getting a lot of sleep and having a
healthy breakfast in the morning.
Adjustments

Being in an environment that does not
have specific rules is one of the difficult
adjustments students here have to make. It
is very important that our students
understand the five respects: respect for
the environment, learning, self, others and
leadership. For this reason, the students
meet once a week with Mr. Osako for a
lesson about the five respects. Some
aspects of the five respects are very
difficult for grade 7 students so it would
also be very helpful if the students had the
chance to talk about their understanding at
home.

Coming up…
A Parent’s Meeting
I would like to hold a meeting for the

parents in May to enable teachers and
parents to exchange information about
how the students have settled in to their

new school and new routine. It will also be a
chance to discuss issues that arise
between now and then. In the meantime, it
is very important that we work together to
help the students to establish good
patterns. We need to make sure that they
are taking care with their homework,
packing their bags carefully either before
going to bed or in the morning, asking
questions in class when they do not
understand something, reading at home
and thinking about what they are learning
at school. Encouraging these behaviors
will help each student to attain the
maximum benefit from each day.
The School Festival

One of the biggest events at our school
is the School Festival. Each year the
students work very hard to prepare their
stalls and it is a great opportunity for them
to work as a member of a team and develop
new skills. The theme this year is “Holidays
and Celebrations” which gives the
students a lot of scope for original and
creative ideas. I am already looking forward
to seeing what the students will be able to
do. We also look forward to seeing you
there.

Finally…
Please keep an eye on the grade 7

homepage for more information about
activities the students are involved in and
upcoming events. Here is the link again.
http://www.senri.ed.jp/sis/classof2010/

●中等部２年生

Rodney Ray

Now that a new year has started, one of
the biggest changes the new 8th graders
are experiencing is they aren't the youngest
students at SIS anymore.  Now there is a
whole new group of 7th graders at school.
That means that in the hallways, in clubs, in
the cafeteria, and even in some of their
classes, 8th graders can see new younger
students who are experiencing the same
excitement and confusion that they
themselves experienced a year ago.

One thing that we hope the new 8th

graders will keep in mind is that while they
see the new 7th graders, the 7th graders are
looking back at them.  As "senpai", the new
8th graders are models whom the 7th
graders will watch to learn about
expectations of behavior in and out of
class. This means that the 8th graders have
a responsibility to model the kind of
behavior that makes a good SIS student.
As 8th graders, you know more about the 5
Respects and how to apply them to your
daily life.  You've been told before that your
behavior has effects, not only on yourself,
but on the people around you.  Now that
you are "senpai", this is more true than
ever, because you yourselves are
becoming leaders in a very important way.

Leadership can be a  heavy
responsibility, because it means that you
have to hold yourself to a higher standard
than when you were in 7th grade.  On the
other hand, responsibility means "ability to
respond"; in other words, you can make a
difference in the school.  By leading
through example, you can help every day
to make the school better.  Please take this
responsibility seriously. Respect for
Leadership does not only mean following
others; it means taking the leadership
position yourself when it's your time to do
so.

So help the 7th graders, when you see
that they need help.  A friendly word in the
hallways, or useful advice about the lunch
menu, can really help them have a better
day.  But more than that, remember that you
are leading every day by your example.

●中等部３年生

田中憲三

　この４月に佐野絵理さんを迎え、59
名の学年集団としてスタートしまし
た。そしてこの学年を１組田中（数
学）、２組難波フランシス先生（英
語）、３組野島先生（社会）という新
メンバーで担当いたします。どうぞよ
ろしくお願いいたします。
　９年生は本学園ではハイスクールの
生徒として扱われます。そして今まで
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以上に活動の範囲もぐっと広がりま
す。さらに実り多き学園生活にするた
めにも、「自分で自分に機会を与え
る」ことを考えてみて下さい。以下は
そのためのヒント集です。
・自分のやってみたい活動（クラブ、
生徒会、オール　スクール　プロダク
ション等）に、参加してみる。いろい
ろな人（先輩、後輩）と知り合える
きっかけにもなります。
・自分の興味のある分野について、先
生にアドバイスをいただきに行ってみ
る。そのテーマについてとことん追求
してみることによって、その道の専門
家になった先輩もいます。
・今やっている勉強で質問、疑問が出
てきたら担当の先生のところに行って
みる。個人的に質問に行くと、本当に
懇切丁寧に教えて下さいます。
・学校内外のボランティア活動に参加
してみる。（学外の場合はお家の人と
相談してからね）優しい気持ちになれ
ます。
　「自分で自分に機会を与える」ため
に今必要なのは、ちょっとした勇気だ
と思います。がんばってください。応
援しています。
P.S.　中学２年生の時に、学園祭で得
た利益10134円ですが、寄付先としてみ
んなで決めた団体、UNHCR（国連難民高
等弁務官事務所）に送金いたしまし
た。ここに報告しておきます。

●高等部１年生

木村典子

　４月２日、新高一生86名は入学式を
迎えました。この中には外部からの入
学生が19人います。内部生は「歓迎コ
ミティー委員会」を設け、オリエン
テーションから行動をともにし、入学
式後には歓迎パーティーを開催し、少
しでも早く学校になじんでもらう努力
をしていました。その効果はあったで
しょうか。まだ数日しか経っていませ
んので解りませんが、担任団でも気を
付けて見ていきたいと思っています。
　今年もこの学年は昨年同様、クラス
単位ではなく学年単位で考えて成長で
きればと願っています。私もクラスの

垣根を越えて注意しますので、覚悟し
ていてください。
　昨年この時期のインターカルチャー
に、私は「一人でいることの出来る
人」になってほしいと書きました。本
当の意味での個人主義が解る人になっ
て欲しいと思ったのです。今年はもう
ひとつお勧めします。それは、「ごろ
ごろの勧め」です。あなたたちは忙し
すぎるほどスケジュールを入れていま
せんか。暇である事に罪悪を感じてい
る人がいるように思います。私は暇で
ある事は大事なことだと思います。時
間があればこそ、物事を考えたり悩ん
だりします。悩みや考えのないところ
に成長はありません。今の世の中、考
えない人が増えているように思うので
す。
　意味のないことで動くより、時間を
作ってじっと考えてみてください。今
の自分が見えてきます。その自分に納
得がいきますか。自分で自分を誉めて
やれますか。ごろごろしながら、今の
自分を見つめてください。大事なこと
は、一人でごろごろすることです。友
達とごろごろは一番いけません。

●高等部２年生

田中　守

　僕がカフェテリアで一人食事をして
いると、必ず生徒の誰かが声をかけて
くれます。やさしい子達だなぁと、
とってもうれしくなります。みんな決
まって聞いてくることは「どうして一
人で食べてるの？」  僕はカフェテリア
では一人で食べるのが、実は大好きで
す。それはいろんな生徒と話ができる
から…。もし僕がほかの先生と一緒に
食べていたら、生徒はだれも声をかけ
てくれないからです。
　新田次郎の小説に「孤高の人」とい
う山岳小説があります。加藤文太郎と
いう実在の人物の話で、非常に優れた
登山家でしたが、いつも単独で登る人
でも有名でした。たった一人で困難に
立ち向かう中の葛藤がリアルに描かれ
ています。幕末に活躍した坂本龍馬は
ふつうの人とは違うものの見方をする
変わり者でした。鎖国が解かれ日本に

やってきた外国人を排斥する運動（攘
夷）に賛成する人が多数であったと
き、彼はひとり外国との貿易や交流に
よって日本が強くなることが大切だと
考え行動しました。彼はその後、世界
でも非常にまれな無血革命といえる明
治維新に大きな貢献をします。仏教の
創始者ブッタは、人生の意味を捜し求
めるために、王子という身分を捨て一
人、修行の旅を続けます。現在のイン
ド－ネパールの国境付近です。彼が残
した言葉は「ブッダの言葉」という本
にまとめられていますが、その中で彼
は「ただ一人歩め」と言い続けます。
吹田の民族学博物館の初代館長だった
梅棹さんは「地球時代の日本人」とい
う本の中で、日本人の旅についてこん
なことを書いています。江戸時代に
「おかげまいり」という村の仲間とお
伊勢さんにお参りする旅行が流行りま
した。それが後の修学旅行の原型とな
り、そして今パックツアーとして受け
継がれている。同じ習慣や文化を持つ
者だけで構成された共同体（村）がそ
のまま移動し、異郷の違う文化に大し
て触れることなく、見物だけしてまた
「村」に帰ってくる。しかし宮本武蔵
のように一人で旅をすれば、まともに
異文化に触れなければならなくなり、
非常に多くのことが学べると。
　11年生はいよいよ学校全体のリー
ダーシップを取って行動することが求
められる立場となりました。学園祭も
控えています。そしてスポーツディ。
学年旅行も近づいてきます。仲間との
共同作業がこれまで以上に求められま
す。でも、それは決して肩を寄せ合い
気を使い合うことではありません。独
立した責任ある一人の人間として、自
ら判断し、決断し、行動できる。そん
なばらばらの、しかし力強い個人が、
ある時ある目的に向かって力を合わせ
ることができたなら、その瞬間にもの
すごいパワーを出せるのです。決して
群れることなく、誰かの指示を待つだ
けの人ではなく、一人の人間としての
力をつけてほしいと願っています。そ
してその先には、自らの人生の方向を
決める「決断の日」がやってくるので
す。
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●高等部３年生

Mary Pfeiffer

Welcome to grade 12! On the morning
of this year's entrance ceremony, I
mentioned to my homeroom that the next
time we would all gather in the gym for a
ceremony, it would be your graduation.
The looks on faces turned grim. Wanting to
inspire, not dampen spirits, I continued, "I
know it's sad, but I want you to think of all
you will accomplish between now and
then. If you let your mind wander during
the ceremony, I want you to think of all
those goals you have. Think of your goals
and how you will get there. Plan your path."

It is scary, this beginning of the end. It is
scary and sad ... and wonderful, if you want
it to be. I have been thinking about a
quotation--and I plan to hang it up in
homeroom this trimester--"A pessimist
sees the difficulty in every opportunity, but
an optimist sees the opportunity in every
difficulty." Please think of this when you
face the University Mountain ahead. Think
of what would be the ultimate last year of
high school for you, what classes,
activities, school events, social things you
want to contribute to and experience. For
example, next month is your last School
Festival, so let's all do what we can to make
it memorable and gratifying.

We homeroom teachers will be holding
student interviews this trimester, in which
we discuss what you plan for your last year
at SIS, what you want to accomplish in the
coming trimesters, and how your
university preparation is going. We look
forward to spending time with each of you
and helping you in any way we can.

Finally, we would like to welcome four
new students to the class: Hiroyuki
Takenaka from Canada; Misuzu Otani from
Italy; Megumi Nakarai from London; and
Yuka Kimura from New Zealand. We also
want to welcome back Senjun Tsuda from a
year in the Philippines. We hope you all
have a fulfilling year.

福島浩介

　今年も千里国際学園のJazz Bandが高槻Jazz Streetに出演します。
場所/時間は、高槻市役所南側駐車場5月4日16:00～です。大勢の皆様
のご来場をお待ちしております。地図はこちらを参照してください。
http://www.senri.ed.jp/temporarily/takatsukijazz.htm

馬場博史

　４月18日（日）吹田市総合運動場で恒例の春季吹田市長杯陸上競技
大会が開催されました。この大会の参加資格は吹田市在住在学在勤で
すが、過去の実績から吹田市陸上競技連盟より参加を認められている
ものです。今回本学園から６名が参加。うち花光照宗君(SIS9)が
1500m走で学園歴代２位となる4'45"の好記録を出し、最も参加者の多
い中学男子の部で第３位に入賞しました。＜他の参加者＞小学男子
1000m６位Kento Saito-Baba(OIS5)、中学男子100m/200m清水航
(SIS9)、中学男子1500m古岡祐輝(SIS9)小澤悠(SIS8)、高校男子
1500m１位溝口智顕(SIS10)

　トライアスロンクラブは月木曜Run&Swim火金曜Run&Bike(16:00-17:
30)、水曜Run(16:00-16:45)の練習をしています。ランニングクラブ
はこのRunの部分のみ一緒に練習します。速い人ものんびりの人もそ
れぞれのペースで楽しくやっています。中には日本トライアスロン連
合(JTU)近畿ブロックの指定強化選手という強い人もいますが、
フィットネス感覚で気軽に参加する人もいます。顧問はこの４月から
大阪府トライアスロン協会の理事を務め、普及活動に微力を注いでい
ます。他のクラブを兼ねることもできますので、興味のある人はぜひ
一度体験に来てください。

　雑誌「週刊ダイヤモンド」（４月５日発売）の特集「息子・娘を入れ
たい学校」で本校が掲載されました。その内容を少し紹介しますと、
「学校選びの新基準」の「進学塾が選ぶ目的別お薦め校」の記事中、
「国際感覚を身につけさせたいなら」という目的で「関西では千里国際
学園の評価が高い」とあり投票数で１位になっています。また「少人数
できめ細かい学習指導を望むなら」という目的でも本校の名前が挙がっ
ていました。



15

見島直子

　最近の言葉から。
　「俺はよくゴルフをやる。ゴルフ、楽しいよ
ね。モットーは「やるなら真剣」。遊
びでも本気でやれば、心底から楽し
い。真剣に取り組むからこそ、本当の
喜びがそこに存在する。仕事もそうだ
し、生きてゆくことも同じ。気の入ら
ない見せかけの努力は、結果もそれな
りだ。」（中村雅俊・俳優）
　「若いうちは迷うものなのです。常
に意志をもって、切り開かなければな
りません。楽な道などないのです。た
だ、迷いながらも決めたら全力疾走で
３年は突き進むべきでしょう。本気で
取り組めば、面白いことや感動するこ
とが必ず出てくる。大切なのは、進路
や自分の将来で迷っても、人に判断を
頼らないで、苦しくても自分で考え抜
くこと。人が指し示した方向へ何とな

く歩いていってもワクワクする日々は
訪れないと思う。自由に自分で決め
る。そして責任も自分で取る。周囲の
人間にできるのは、納得するまでやれ
と励ますことだけ。自分の限界を見極
めて、あきらめるのも自分です。」
（安藤忠雄・建築家）
　活躍の場は全く異なるお二人の言葉
ですが、内容はとてもよく似通ってい
ます。あなたはこれらの言葉を「厳し
い」と感じますか。厳しいと言えば厳
しいかもしれませんね。でもその「厳
しさ」にはぞくぞくするような魅力も
同時に感じませんか。それぞれの分野
の第一線で活躍されているお二人が語
る共通のキーワードは「真剣」「本
気」。体裁や、約束された結果など求
めない「真剣さ」「本気」が、「本当
の喜び」や「ワクワクする日々」をも

弥永千穂

　新入生のみなさん、編入生のみなさん、そろそろ千
里国際学園になれてきましたか？毎日楽しく過ごすに
は心と身体の元気が必要です。中学、高校をとおして
自分の健康（心と身体）を管理していけるようになっ
てもらいたいと思います。自分の生活スタイルや環境
は心と身体の元気に関わっています。しっかり寝るこ
と、食べることがまずは基本。身体の元気になりま
す。心の元気は、ひとりでかかえこまない、話す相手
（友達）を作る、自分の好きなことにチャレンジして
いく、自分スタイルのストレス解消法をみつけること
などが助けとなります。自分の身体を大切にしていこ
うね。保健室は学校でけがをした、気分がわるくなっ
た時以外にも病気や性のことで悩んでいる時に利用し
てください。朝8時から12時15分まで午後は1時から４

たらすと言っています。
　みなさんは、人生の「木の芽時」に
います。迷いながら、不安にかられな
がらも、芽を出して伸びていく時期な
のです。自分と真剣に向き合い、自分
に正直に、そして自分を信じて、「本
気になれるもの」を探してください。
　あなたがた一人一人が自分の進路を
自分で考え抜くために、進路情報室や
教員に出来ることがあれば、喜んでお
手伝いしたいと思います。

時45分まで開いています。できるだけ授業に遅れない
ようにうまく利用してください。どうぞよろしくお願
いします。
保護者の方へ
　保健室を利用する生徒の中には精神的にしんどくて
身体がサインをだしていることもあります。保健室で
は身体をケアしながら生活のアドバイスをするととも
にいろんな話の聞き役になるようにしています。栗原
先生へ面談をお願いしていっしょにサポートするケー
スもあります。子供たちが心も身体も元気で学校で過
ごせるためにご家庭での生活のリズムを整えてあげて
ください。そして朝は笑顔で送り出して、毎日子供た
ちの話を聞く時間をもっていただければと思います。
どうぞよろしくお願いします。
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青山比呂乃

　新入生、編入生のみなさん、保護者
のみなさん、入学おめでとうございま
す。そして図書館へもようこそ！図書
館は、学園の玄関を入った直ぐ目の前
です。現在蔵書は、日本語約29,000
冊、英語約25,500百冊、合わせて約
54,500冊です。新聞は日刊紙だけで、
日４タイトル英３タイトル、雑誌も寄
贈・購入、日英合わせて、130タイトル
くらい、２階のマルチメディアフロア
には、ビデオ・CD・CD - R O Mなどの
ニューメディア資料も1000点以上あっ
て、空き時間にはヘッドホンを借りて
視聴することができます。
　図書館は、授業のある日はいつも、
朝８時から夕方４時半まで（マルチメ
ディアフロアは、８時半から４時ま
で）開館しています。機会がありまし
たら、保護者の皆さんもいつでも訪問
してください。保護者の方々が読書に
いそしむ姿は、生徒たちにも良い影響
を与えると思います。この図書館では
保護者も登録すれば本を借りる事がで
きます。ただし、利用規則は生徒と同
じで、生徒の利用に支障のない範囲に
限られます。詳しくは、お気軽に図書
館までお問い合わせください。
　なお、図書館には今２名の司書教諭
（ワット・青山）と４名の図書館ス
タッフ（木下・川端・宮本・ダッタ）
が働いています。図書館スタッフは司
書として毎日働いていますが、１日中
ではなく時間で交替しています。
　

　図書館２階にあったビデオ視聴用
キャレルデスクを４台、普通のデスク
に改造して、今まであった１階の８台
のデスク脇にまとめて置きました。も
うすでによく使われています。　　　
　そして、２階にあった低書架を１台､
１階日本語参考図書エリアに移し、２
階には、新しく普通の高さの書架を入
れました。いままで、1階と２階に分散
していたニューメディア資料の置き場

所を整理して、わかりやすくする予定
です。２階には、ビデオ・ＣＤなど
と、進路資料、英語検定などの問題
集、語学教材などをまとめて置き、す
ぐ横のマルチメディアラボやビデオな
どの視聴覚キャレルで見やすくなるで
しょう。今までどおり、個人が自由に
勉強に使えるキャレルデスクも４席用
意しています。

　蔵書点検は、生徒ボランティアを
募って毎年恒例となっています。今回
は、３月15日16日に日英すべての図書
の点検をしました。今年は､前年度まで
のベテランの人たちがほとんど卒業し
てしまったので、どうなるかと心配し
ていたのですが、15名の中学生と４名
の高校生（現学年のGr8：3名Gr9：６名
Gr10:６名Gr11:４名）、そして、６日
に式を済ませたばかりの卒業生２名も
加わり、総勢21名が汗を流してくれま
した。
　半日だけの人も丸２日の人も、ベテ
ランの上級生も初めての人も、本当に
とても良く働いてくれて、毎年約２千
冊づつ増えている本のデータをすべて
入力し終える事ができました。今回
は、初めて、ＰＣをたくさん動かす方
式に変えましたが、みんなばっちり働
いてくれて、例年より１時間くらい早
めに終わらせることができました。ボ
ランティアの皆さん、本当にありがと
う。お疲れ様でした。
　その結果の昨年度分の行方不明の図
書リストは、現在最終チェック中で、
次回のインターカルチュアで報告しま
す。皆さん、教室などで誰も借りたか
わからない、図書館のラベルのついた
本を見かけたら、是非、図書館へ持っ
てきてくださいね。誰かがなくして、
必死で探している事がありますので。
（ちなみに本をなくすと、弁償する事
になっています！）
　

　ここ数年のインターカルチュアで、
日本語図書最多貸出記録の報告をして

います。今回は、第１位の記録が破ら
れる事はありませんでしたが、3月に卒
業した学年の3位までと、今までの歴代
の記録を御紹介します。
　
　2004年3月卒業生　日本語図書最多貸
出記録（4-5年間在籍）
1位：有田　梓さん　305冊
2位：芦田　佳子さん214冊
3位：野村　岬さん　205冊

　1997～2004年歴代卒業生　最多貸出
記録
１位： 2002年　刺賀繭里さん　1043冊
２位： 2002年　新井隼子さん　445冊
３位： 1998年　沼田貴範くん　376冊
４位： 2003年　角田　瞳さん　346冊
５位： 2001年　松宮寧子さん　328冊
　　 2003年　伊藤　愛さん　328冊
６位： 2004年  有田　梓さん　305冊
７位： 1999年　井上愛子さん　302冊
８位： 1997年　廣瀬裕紀子さん291冊

　残念ながら、コンピュータシステム
上の違いから、英語図書の記録はあり
ません。図書館に読みたい本使える本
があったとは限らないし、借りたから
読んだというわけでもない。みんな在
学期間も違うし、英語ならたくさん借
りたのに！という人もいる。そういう
意味では、簡単には誰が一番とは言え
ないのですが、一つの記録として参考
まで。
　ちなみに有田さんは５年間の在籍で
したが、この数字を出しました。皆さ
んもどんどん借りてせっかくの図書館
を愛用してください。
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Mark Avery
SIS MUN Teacher, English

In March, the SIS Model United
Nations (MUN) class spent three days at
Marist debating a grand total of 11 different
global issues. Here is a list of the students
who attended and the countries they
represented?Masahiro Miyamoto
CONGO, Tina Maran and Ayumi
Takashima RWANDA, Alisa Koyama
GEORGIA, Takahiro Nagao PAKISTAN,
Mao Ikenaga FRANCE, Naoko Kaga and
Aya Waterhouse UKRAINE, Miki
Watherhouse, MALTA, Masako Tanaka
and Rikako Sano SAUDI ARABIA,
Meguru Nakaya and Chiaki Fujita
COLOMBIA and Chisato Sakai
SURINAME.

Preparing for the conference was a real
challenge due to the number of topics that
were on the agenda. The meeting was made
even more complicated by the Iraq war
which divided opinions amongst countries
that normally have good relations.
However, this also ensured a very lively
debate. I'm sure all the students will
remember the U.S.A delegate's
proclamation that even if the resolution

calling for a ban on weapons in space was
passed, the United States would simply
ignore it. The debate was a little slow on
day one but incidents such as these and
the emergency crisis on the third day
encouraged all the delegates to fire up and
become involved. Taka was sitting there,
quietly enjoying the debate when a news
flash came in and the floor was informed
that the president of Pakistan had been
shot. Suddenly he found himself at the
centre of the debate. I was delighted. It is
unfortunate that with almost two hundred
students participating in the meeting that
voicing opinions was very difficult at times.
There was some wild placard waving going
on in order to capture the attention of the
president.

As a teacher watching the meeting, I felt
very proud of all the students for the effort
I know they put into preparing themselves
for the meeting and for their level of
participation. Even if their voices could not
always be heard, I could see they were
paying close attention to the debate. They
were appalled by the absurd statements of
some delegates and overwhelmed by the
persuasive powers of others. They were

合志智子

　情報科では、７年生の「コンピュータ基礎７」
でタイピングやWord、PowerPointなど基礎的な学
習をし、９年生以降では、コンピュータグラ
フィックス、ホームページ作成、オリジナルＴ
シャツ製作、コンピュータによる作曲、ゲームプ
ログラミング、LEGO　MindStormsを使ったロボッ
ト製作とプログラミング制御など、いろいろな分
野の取り組みをしています。2003年度に実施した
授業での作品を、当学園のWebページに掲載しまし
た。トップページ→各教科→情報→Classから、ど
うぞご覧ください。

always engaged in the debate and from
their own responses, I know it was a special
experience for them.

I would like to congratulate Aya for
doing an excellent job as Day One
President. Her opening speech to the floor
invited all the delegates to work together to
find solutions to the agenda items and
cooperate in the spirit of the United
Nations. Mao also did a wonderful job as
President of the European Regional
Meeting on day one. The discussion in the
European room flowed smoothly and
produced an effective resolution that was
finally passed. Finally, congratulations to
Alisa Koyama for receiving an
Outstanding Resolution Award for her
resolution addressing the issue of soil
erosion. Congratulations to all the other
participants in the course for not only rising
to the challenges in the course, but for
gaining everything they could from the
experience. The way they participated in
the meeting and quickly established good
working relationships with other delegates
demonstrates they understand the
meaning of diplomacy.



18

岩村春奈

　先学期に水口先生からSplash Power
Stage（S.P.S.）のスタッフとして参加
してみないか、という呼びかけがあっ
た。去年のS.P.Sに参加した人の話を聞
いていて、楽しそうだなと興味を持っ
ていたので、最初はなんとなく、軽音
部だしという気持ちで参加することに
した。（このS.P.S.というのは箕面市
の子ども課主催のもので、箕面市内に
ある学校の高校生が集まり、高校生に
よる高校生のためのステージを作って
いくものです。）
　最初のミーティングは冬休みに入っ
てすぐに行われた。ミーティングも本
番も全て‘らいとぴあ２１’という箕
面市の市民会館のような所で行われま
した。その第１回の会議に集まったの
はたったの４人だった。その４人は実
行委員のトップ２人と12年の福地君と
私だけだった。二人は経験者でもある
のだが、その時は全く先が見えないま
まスタートした。“SPLASH POWER
STAGE”というのは、「水がはじけるよ
うなパワフルなステージ」という意味
を持っている。その言葉を基本にして
話し合いをした。それから週に１回あ
るいは２週に１回のペースで会議が行
われた。３回目の会議になると最初は
４人だったメンバーがあっという間に
15人ほどにふくれあがった。もちろん
メンバーは全員現役の高校生で、何故
参加しようと思ったのかと聞いてみる
と、「新しいことをやってみたい。」
「他校生と触れ合いたい。」「イベン
トごとは好きだけど作っていくのは
めったに出来ないから。」というのが
ほとんどだった。メンバーが増える事
で、何をしないといけないのか、どう
すれば良いのかが徐々に分かってい
き、そして一人一人自分が出来そうな
仕事（本部・音響　福地君・照明　
てっぺい・広報　春奈・舞台・飲食）
に分かれて話合いをし、作業にとりか
かった。その段階ではまだ、お互いの
ことをあまり知らなかったのでギク
シャクしながら作業を行っていた。
　それから、出演者を募集し出演者へ

の説明会を開いた。もちろん出演者も
高校生で、ダンスとバンドの部門が
あった。みんな練習はしているものの
披露の場が無い、または大会やライブ
ハウスを借りてやるとお金がかかる、
でもS.P.Sなら無料で出来るというので
集まったのだろう。その集まった数は
17組だった。私達はこんな数全て出来
るのだろうか？という不安もあった
が、せっかく応募してくれたのだから
全組出演させようと決めた。（その17
組の中にSISのミノクロ・WEEKEND・
Black Velvet・Server Down・SacheM・
Sports DEPOの６組のグループが出演し
てくれました。）
　前日になるとメンバーの顔はいつも
とは違う真剣な顔つきで看板を立てた
り、バンドのリハーサルをして音の確
認などをしたりしながら「明日が本番
なのか～実感が無いな～」と言い合い
ながら作業をしていた。その日は作業
が終わっても、興奮していたのか皆な
かなか帰らずに、今まであった話をし
たりとふざけ合ったりもしていた。そ
していよいよ当日の３月３１日。１２
月から集まり約４ヶ月何度もミーティ
ングを重ねて作ってきたものをやっと
完成させられる時が来た。朝の８時に
集まったメンバーはイキイキとした顔
でダンスのグループのためのリハーサ
ルを待っていた。10時半出演者ミー
ティング、スタッフ最終ミーティング
を行い後は客を待つだけ…。11時半開
場、その時ほとんど客はおらずほとん
どが出演者だった。12時開演！みんな
のいままでの努力を発揮する時が来
た！ワクワクとドキドキと不安の気持
ちを抱えながら「S.P.S.2004」が始
まった。ダンスのグループが始まり、
入り口では手作りのパンやジュースを
売り、調理室ではそのパンを休むこと
なく作り、舞台の袖ではMCと音響が次
のチェックを入れ、会場の隅で照明が
雰囲気を作り出すために様々なライト
を照らし、音響は音が客席にちゃんと
届くように調整し、タイムキーパーは
時間を計り次の出演者を呼びに行く
…。スタッフがそれぞれ自分の仕事で
バタバタと動いていた。ダンスとバン

ドの合間に20分の休憩があったが私達
には休みなど無かった。だからと言っ
て、皆の顔が疲れた様子でもだるい様
子でもなく、むしろ皆の顔はイキイキ
としてとても楽しそうだった。
　そして全ての出演者の演奏が終わっ
たのは７時頃だった。その時の達成感
と嬉しさは私にとって（皆にとって
も）とても大きいものだった。でもそ
こで全てが終わった訳ではなく、私達
には片付けが残っていた。皆嫌がらず
に片付けを楽しみながら出来るぐらい
にテンションが上がっていた。そして
スタッフから頼んでもいないのに、出
演者の方々がゴミ拾いの手伝いをして
くれて、「何かする事ありますか？」
「お疲れ様でした！」「有難うござい
ました！」と言って貰えた時はとても
嬉しくて「やってきて良かった！！」
と心の底から思う事が出来た。それか
ら、飲食の子達が残った材料で賄いを
作ってくれ、みんなで食べて成功して
よかった～っとワイワイやり、その日
解散したのは11時近くだった。
　私は本当にこのS.P.S.に参加して良
かったと思う。最初はSISと違う学校の
人達とうまくやっていけるのか心配
だったけど、そんな心配をする必要な
どなかったなと今は思える。そしてま
た、このS.P.S.のスタッフとして関わ
る事で学んだことや、得たものがたく
さんある。それは、自分の意見を言う
事そして聞くことがどれだけ大切か、
何か一つの大きなものを作り上げてい
くにはメンバーのチームワークが一番
大切だと言うこと。他にもたくさんあ
るが、もっとも大事なのはこの二つだ
と思った。誰かが休んでしまえばその
穴を埋めるのも大変で、また休んだ方
も自分のいなかった分進んで仲間には
いれなようになってしまう。そこです
れ違いや衝突が起きてしまう。私達も
約４ヶ月間、意見のすれ違いや衝突、
または仲間割れみたいのがあったが最
後には一つの「チーム」になっていた
と思う。そしてSISの生徒と他校生の違
いにも気がついた。SISでは自分の意見
を抑えず出し合い、その中でまた話し
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合っていくというのがどの授業や活動
でも見られるので普通のように感じる
が、他校ではそれがとても難しく大変
なのだな思った。それはSISと他校の教
育の違いを感じた一面でもあった。そ
して、今の高校生は学校生活とは違う
何かに挑戦してみたい、また自分の練
習の成果を発揮したいという気持ちを
抱いているというのがS.P.S.を通して
分かった。だから、これからもこう
いった活動を行っていくべきだな、と

梅本友美

　こんにちは。皆さんもお気づきかと
思いますが、この春、生徒ラウンジが
新しくなりましたよね。これはただ単
に大迫校長先生が“生徒の人数が増え
るから”私たちにプレゼントしてくれ
たのではないのですよ。
　これに至るきっかけは？　ＨＳ生徒
議会のクラレプで頑張って下さったみ
なさんです。去年議会では、学校のゴ
ミ問題（特にカフェテリア・生徒ラウ
ンジでの）・マナー問題について話し
合いを重ねていました※１。あると
き、各クラスに「ゴミ・マナー問題の
解決策」について意見を募ってもらい
ました。その意見の中にあった、この
一言『そんなんＨＳだけで話し合って
ても解決しーひんやん。』この一言が
「じゃあＭＳも一緒に考えていこ
う！」に繋がっていったのです。
（ちゃんと意見が反映されていくので
すネ♪）
　そして、今回の主人公、ＭＳ生徒会
とＭＳクラレプ、協力してくれたみな
さんの登場です。「生徒ラウンジを自
分たちで作っていくことで、自分たち
の場所にしよう！」というプロジェク
トが始まりました。目的は、自分たち
で手を加えていくこと→その場所を大
事に思う→先程のゴミ問題を解決！で
す。最初はカフェテリアに長年勤めて
いらっしゃる合志さん（お馴染み、カ

置は、先程のＭＳの生徒達がラウンジ
の改善イメージを描いたものを総合し
て一つの未来予想図にしたものをベー
スに作られました。（木目の方が温か
みを感じられ良い、カウンター形式の
方がたくさんの人が座れる、などもで
す）
　このような、ＭＳ生徒会・その仲間
たちの努力と、それに対する学校側の
サポートが影にあり、現在の生徒ラウ
ンジがあります。是非、皆さん、大事
に使ってください。また、これを読ん
でいらっしゃる保護者の方々、この場
をかりてお願い申し上げますと、この
問題について、一言でいいのでお子さ
んに声をかけていただきたいです。ご
協力よろしくお願いします。ありがと
うございました。

※１　アイス・菓子類のゴミ放置、カ
フェの食器を洗い場まで持って行かず
置きっぱなし、床に座って食べる。etc

フェのおばちゃ
ん）のお話を聞
きに行ったり、
生徒ラウンジの
机の配置・どん
なラウンジにし
たいか？等のイ
メージを描いた
り、アンケート
をとってくれた
りしました。
　最終的に、「ラウンジの机・イスを
作ろう。」ということになり、まず試
作として１セット作ることにしまし
た。皆でコーナンまで材料を買いに行
き、一人一本ずつ木材を運び（はたか
ら見ると不思議な集団でした。）、１
セット完成を果たしました。（現在化
学室前に保管中。そのときのビデオも
撮ったので、編集後ＭＭＴＶにて放映
します。お楽しみに。）　ラウンジに
置くにはまだまだ数が必要なので、今
後も作っていくつもりです。私の提案
としては、今年４月からの新ＨＳ生徒
会に引き続いてもらい、ＯＩＳとＳＩ
Ｓの交流の場としてこの製作をしてみ
てはどうか？と只今生徒会にて思索中
です。とにかく、短期間のイベントと
してではなく持続的に行動していける
ものにしていくことで、先の問題は改
善されていくのだと思うことから、今
後に繋げていきたいです。
　また、現在の生徒ラウンジの机・配

私は思った。
　このS.P.S.を「成功」出来たのは、
皆の協力・努力の結果です！！そして
この主催の子ども課の方々が私達の無
理な願望を許してくれたのと陰での支
えがあったからこそです。何をするに
も私達だけではなく影での支えや応援
があるからです。本当に感謝していま
す。そして出演してくれた皆さん、当
日ボランティアで来てくれた12年の新
見君、11年ののぞみ（照明）本当に助

かりました！ありがとう！そして卒業
生のモロさん、川瀬さん、２人が居な
かったらこんな素敵な物には成りませ
んでした。有難うございました。本当
に参加してよかった！このインターカ
ルチャーを読んで、少しでも興味を
持った方は次にある夏のS.P.S.に是非
参加してみて下さい。絶対良い経験、
また学校とは違う楽しさが味わえると
思います。
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新見眞史

　11年生の冬学期、我々は自分達の学
年を対象とし、パフォーマンス大会な
るものを企画した。以下は、そのイベ
ントの記録である。なお、～当日の様
子～の項目は、南川朱生によるレポー
トである。

　‘来年はもう受験生だから、最後の
思い出作りにパフォーマンス大会を開
催したい’私（新見眞史）が提出した
企画書は、イベントの目的を上記のよ
うに述べていた。A4サイズの紙上半分
を使い長々と書いたのだが、要約する
とこのような内容だ。私はこの企画書
を先生に提出し、各クラスに掲示して
もらった。イベントを開く、本当の目
的を伏せたままで・・・。
　‘思い出作り’という理由も嘘では
なかったのだが、このイベントの目的
は別にあった。所謂‘自らへの挑戦’
というやつである。我々は２人とも、
長い間生徒会役員を務めてきた。今ま
での生徒会活動の中で培った「イベン
トを企画する力」を、どこまで発揮す
ることが出来るのか、試してみたく
なったのだ。何かを企画する上で、一
番重要になってくるのが準備である。
今回は「準備を完璧に」というのを念
頭に置き、話し合いを始めた。入念な
打ち合わせ、各出演者との面接、分刻
みのスケジュール・・・。これらの綿
密な準備により、このイベントを‘芸
術’と呼べるまでに、完璧且つ美しく
（←これ重要）成功させること。これ
が我々の最終目標であった。我ながら
物好きなことである。実はもう一つ目
的があったのだが、それについては後
程述べることにする。

　パフォーマンス大会には８組のグ
ループが出演したのだが、我々はそれ
ぞれのグループ全てと面接を行った。
これには大きな理由がある。当たり前
のことだが、出演者は準備や後片付け
といった当日の流れを把握する必要が
ある。そのためにミーティングを開く
のだが、真剣に話を聞かない人という

のがどうしても出てくる。今言ったば
かりのことを聞き返してくる者、隣と
喋りだす者、携帯の画面を一生懸命見
ている者・・・。それは仕方が無いこ
とと済ませてしまうのは簡単だが、そ
れでは我々の当初の目的に反すること
になる。そこで多少の手間はかかる
が、一人ずつと話せる状況をつくり、
それぞれときちんとした話し合いをす
ることによりこれらの問題を解決しよ
うと試みた。さらに「面接」と言う言
葉を使い、適度の緊張状態を話し合い
の場につくることで、出演者がより真
剣に話を聞くように仕向けた。出演者
と言う立場は、自分達の行うパフォー
マンスに熱中するあまり、自らに課さ
れた責任を忘れがちである。この「面
接」は責任感を強く持ってもらうこと
も目的としていたため、真剣に話を聞
いてもらう必要があったのである。
「面接」では、禁止事項や注意事項、
使用する機材、出演の順番、歌詞に不
適切な言葉が使われていないか等の確
認を、淡々と進めていった。そして最
期に「この面接の際約束した事柄を誓
約します」といった内容の誓約書にサ
インをしてもらう。これは私の単なる
趣味強く責任感を持ってもらうという
のに一役買っている。苦笑いをしなが
らも出演者たちはサインをしてくれ
た。約束を破った場合恐ろしい制裁が
待っていたのだが、幸いにも今回はそ
のような犠牲者は出なかった。

　音響・照明熟練者の手際良さと、学
年内のチームワークの良さが一体とな
り（多少アクシデントのため開始が遅
れたものの）万全の準備のもとパ
フォーマンス大会が始まった。鷹島あ
ゆみさんと村井仁美さんのテンポの良
い司会っぷりに、観客の中に笑いが巻
き起こる。そんな雰囲気の中で前半、
学年が誇る歌姫達のパフォーマンスが
はじまった。ピアノやギターの音色と
共に、歌い手の力強いメッセージがシ
アターいっぱいに響き渡り、聴いてい
る人は皆、筆舌に尽くし難い感動を覚
えた。
　続いて後半のバンドの部では、それ

ぞれの個性を存分発揮したパフォーマ
ンスは勿論、幕間の良さに我々主催者
は歌詞チェックも忘れて見入り、聴き
入ってしまった。
　何よりも素晴らしかったのはこのイ
ベントが当初のスケジュール通りに終
了した、ということである。（実はこ
のイベントの行われる三日前、学年の
先生方に「このスケジュールでは無理
がある」との御指摘を頂いたにもかか
わらず、我々は馬耳東風であった…）
こうしてパフォーマンス大会は目出度
く幕を閉じた。

　我々の当初の目的であった‘自らへ
の挑戦’は、イベントを無事に終えた
ことにより達成された。このことは自
分たちの企画力の証であり、今後の
様々な活動に対する自信につながるだ
ろう。このイベントでは、我々の意図
したことの他にも収穫があった。個人
的な見解ではあるが、学年の仲がより
深まったのではないかと思う。音響や
照明担当者（いずれも同学年）の協力
の下、出演者が一体となって１つの物
事に取り組んだこと。このことにより
絆を深めることが出来たのではない
か。我々はそう思っている。

　この記事を読んだ後輩の諸君はどう
感じているだろうか？「酔狂な趣味を
持つ人もいるものだ」多くの人はこう
考えるかもしれない。しかし、「自分
たちもこんなイベントを開いてみた
い！」このように思ってくれる人が少
しでもいれば幸いである。それはこの
イベントを企画したもう一つの理由、
‘終わった後に記事を書き、後輩を刺
激したい’この目的が達成されたとい
う意味なのだから…。
　最期に、このイベントに協力してく
れた全ての生徒及び先生方へ、この紙
面をお借りして感謝の意を表したいと
思います。
＜発案・企画＞新見眞史・南川朱生　
＜実行委員メンバー＞福地智幸（音
響）・米田哲平（照明）・大竹美紗子
（機材）　＜アドバイザー＞井藤眞由
美先生・土佐礼子先生
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保護者会だより

23日のネットワーク委員会の地区リー
ダー新旧引継会でいろいろな質問に直
接答えて頂けるはずでしたが、ご不在
であったため定例会においてお話があ
りました。その内容としては、2004年
度から、各学年に１人はNon-Japanese
の先生を担任として配属する。単一文
化では引き出すことの出来ないいい面
をたくさん引き出していく事が出来る
という点を保護者には理解して頂きた
い。なお、細かい要望もきちっとイン
プットしてあるので徐々に解決策を考
えていく、ということです。

＊7～11学年まで各学年とも、2月中に
懇親会を行い、次年度委員を決定しま
した。
懇親会が他学年と重なり出席できな
かったので、日程決定に配慮が欲しい
という意見ありました。
＊12年生は卒業パーティーの準備中、
学年委員が卒業パーティー委員を兼ね
ている。
200名分のケータリングサービスを頼
み、他学年の出席もOKの予定。今年度
はボランティア委員が手伝う。
＜卒業パーティーについて＞
今年度は12年生の卒業パーティーはボ
ランティア委員が、9年生の卒業パー
ティーは8年生の有志及学年委員が手伝
う。
入学式後のティーサービスもどういっ
た形でするかを考える必要がある。

＊インターナショナルフェアー委員会
収益よりOIS・PTAへ70万円、SISへ100
万円、SISFへ70万円寄付する事に決定

・ 常に家庭と協力しあい学校作りをし
ていくことを信念としているので、
色々出ている問題には一つ一つ整理し
ながら誠意を持って解決していく。
・ 今年度の新しい試みとして大学との
提携授業が始まった。大学側からの評
価も高い。これがいいものかどうかも
きちっと調べ有意義なものは残してい
こうと思っている。
・ 今年度、保護者会の協力で駐車場問
題がほぼ100％解決した。
・ 次年度の課題として、校内外の公共
マナーについて各家庭とも協力して取
り組んでいきたい。
・ 一年間の委員の活動をねぎらわれ
た。

特になし

今年度の締めくくりとして、報告、感
想、次年度以降の活動への提案等がさ
れた。

会長：獅子倉
副会長：津高　藤田
会計：吉積
書記：高木（4月に新7年生から1名選
出）
4月15日（木）カフェテリアにて新旧引
継ぎ会

文責：三浦優子

した。
＊フォーラム委員会
1月26日に雅楽コンサートを行い、約80
名の参加、子供達の参加もある。
3月1日にひなまつりイベント。お花の
講習会の後、シアターでコンサートを
開催する予定である。
＊広報委員会
3月号の編集中。卒業特集で4名の保護
者の方に寄稿を依頼。インターナル
チュア5月号まで担当する。
＊ネットワーク委員会
2月23日に地区リーダー新旧懇親会。こ
れからも地区会で出た学校への要望な
どをすいあげていきたい。12年生がい
なくなると人数が減ってしまう地区が
ある。
＊ ボランティア委員会
3月6日（土）12年生卒業式でお手伝い
の予定（5～6名で）。
＊ 4役
OISとの懇親会として花寿司講習会をす
る。盛会で皆様に楽しんで頂けた。
次回は4月にOIS側が主催してアルバム
作りを予定。

各委員会からの報告後、出席委員の皆
様からいろいろと一年間委員会をやっ
てみての反省、要望などざっくばらん
に話しあった。
・ 新委員と引継ぎをやってほしい。
・ フォーラム委員会ではイベントの参
加人数確保が大変になってきているの
で、今後の存続方法を再検討する必要
があるのではという意見等が出た。
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　思いもかけず、保護者会会長をお引
き受けして一年がたちました。一つ一
つの行事を夢中で終えていくうちに、
あっという間に過ぎてしまったという
のが実感です。本当にたくさんの方に
助けていただきました。一緒にお仕事
をしてくださった委員の方々、校長先
生はじめ諸先生方、職員の方々、そし
て、いろいろな呼びかけに裏で表で応
えてくださった保護者の皆様、本当に
ありがとうございました。
また年間の抱負として、OISとの交流を
あげましたが、OIS・PTAのボードの皆
さんにも本当にお世話になりました。
　この一年、保護者会の仕事を通して
千里国際学園のコミュニティの一員で
ある事に、喜びと誇りを感じる事が出
来ました。こんなにたくさんの方々に
慈しまれて育つ子供たちは、本当に幸
せだと思います。この素晴らしい環境
で育つ子供たちが、混沌とした世界の
平和を希求して活躍してくれる事を
願っています。
　次期会長を、副会長として私を支え
てくれた獅子倉さんが引き受けてくれ
ます。行動力のある彼女が今年、考え
てはいてもなかなか実行できなかった
事を実現していってくれる事を期待し
ています。

（三浦優子）

　毎年11月に開催され、保護者会主催
としては我校のメインイベントとなり
つつあるインターナショナルフェア。
その大仕事を私達委員の手で成し遂げ
たなんて、今となっては本当に不思議
な思いで振り返るこの頃です。
初顔合わせの日、いったいこれから何
が始まろうとしているのか誰一人とし
て知らない、そんなメンバーで、前年
度までの資料だけを頼りに手掛けた一
つ一つの作業、生徒課の下村さんをは

じめとする諸先生、四役の方々のご協
力を得、熱心に参加してくださるボラ
ンティアの皆さんのお力添えを支え
に、一歩一歩前進できた二百余日でし
た。
　”インターナショナルフェアには魔
物が潜む”　委員同士の協力さえあれ
ば、その力は十倍にも百倍にも発揮さ
れる事を実感することができました。
本年度の新役員の方々もさぞかし不安
を抱えてのスタートとなる事でしょう
が、私達の経験した事で良ければ惜し
みなく提供するつもりです。誰でもが
味わう事のできないあの達成感、私達
の特権です。どうぞたっぷり感じてく
ださい！

（松原泰子）

　桜が終わり夏の気配を感じる立
夏･･･。日々の流れとはなんと早いもの
でしょう。
私たちH15年度フォーラム委員会の一年
も“あっ”という間でした。
会場、タレントのスケジュール、そし
て皆様への早めのお知らせ、随分先を
みながら過ごしてきました。いつも私
たちの行動を温かく見守り、応援し、
参加して下さったたくさんの保護者、
生徒、学校の皆様に心からお礼を申し
上げます。一年間、本当にありがとう
ございました。皆様の心に触れる瞬間
を少しでも作る事ができたなら、
フォーラム委員一同とても幸せです。
　一年間、委員をして感じた事が二つ
ありました。
　一つは、『いくつになっても、ステ
キナナカマに出会える』という事。壁
にぶつかり倒れそうになった時、支え
てくれ、癒してくれました。大人に
なった今、こんな温もりに出会えるな
んて思いませんでした。メンバー５人
に心から感謝です。
　二つ目は、『人の価値観はこんなに
も違うものだろうか？』という事で

す。新しい年度が始まり一ヶ月が過
ぎ、きっと生徒の皆さんも不思議に感
じたり、びっくりしたり、大きく頷い
たりと日々発見があるのではないです
か？全く同じ感性の人はいませんよ
ね。でも、頭から否定するのではな
く、他の人の話にもぜひ耳を傾けて下
さい。自分の得意なジャンルだけでな
く、いろいろ物に触れてみて下さい。
遊び心の琴線が今までと違う揺れ方を
しますよ。この学校にはたくさんの刺
激があります。それを味あわないなん
てもったいないですよね。皆様への一
年間の感謝をこめて、立ち止まり、振
り返って、見えた事を書き連ねまし
た。新しい一年間、心が生み出す本当
の笑顔で毎日を過ごしたいですね！
　フォーラム委員として皆様と出会え
た事、大切にしたいと思います。
どうもありがとうございました。

（堺谷友子）

　保護者の皆様には、一年間地域親睦
会へご参加いただきましてありがとう
ございました。
お蔭様で22の地域で1～3回の親睦会が
開催され、延べSISの保護者296名,OB21
名,OISの保護者2名の方々にご参加いた
だくことが出来ました。又、2月23日に
は第2回地域リーダー懇親会を開き、34
名の新旧リーダーにご出席いただきま
した。
　その中で「12年生が多いので、卒業
後は他の地域と合併も考えないといけ
ない」「日程が決めにくい」「OBの方
にも参加してもらいたいが、連絡方法
など確立できてない」「すでにOB会が
たちあがった」など一年間の様子をう
かがう事ができました。
　新入生や編入生の方に学校のことを
知ってもらえるよう配慮して下さった
り、学年を超えて親睦が図れるように
会を企画してくださったリーダーの皆
様に感謝するとともに、地域のネット
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ワークが保護者の方々のお役に立って
いることが分かり委員会として喜んで
おります。
　親睦会で出されたご意見は、保護者
会や学校にお知らせしていましたが皆
さんにご報告するまでに至りませんで
した。ご要望について校長先生から２
点お答えをいただいておりますので、
お知らせしたいと思います。
1．懇談を２ヶ国語でして欲しい。成績
表のコメントを日本語でも書いて欲し
い。
　--　外国人教員の担任、教科担当は
生徒をとても成長させるもので、コメ
ントが英語になることも生徒の勉強に
なるので続けます。
　--　面談時の通訳などの不安に関し
ては、必要に応じフォロー出来ればと
考えます。
2．学校の施設について（図書館の利
用・カフェテリア、駐車場の改善）
　--　すぐに出来ることは限られます
が、時期や条件がそろえば出来ること
もあるので何らの形で解決できるよう
にしたいです。
　たくさんのご意見をいただきました
が、全てにお答えできず申し訳ありま
せん。今後もネットワーク委員会が学
校や保護者会へのパイプ役になってい
ければと思っています。
　たくさんの方々に支えられ、委員同
士も和気あいあいと楽しい一年でし
た。本当にありがとうございました。

（宮本真由美）

　ボランティア委員会は、コンサート
のティーサービスやAPACの食事の準備
などを行っています。最初は、材料の
準備や時間配分等心配なことばかりで
したが、幸いたくさんのお手伝いの
方々にも参加していただき、どの行事
も楽しく終えられたと思っています。
学校や子供たちの様子も、意外な面か
ら見ることもでき、より親しみが持て
ました。ぜひ一度気軽な気持ちで参加
してみてください。

（趙寿華）

　インターカルチュアの「保護者会だ
より」の作成が広報委員会の主な活動
です。“気負わず、できることを楽し
んでしましょう”ということで活動し

てきました。
　定例会報告、各委員会・学年からの
報告やお知らせ、MIMIコーナーを通し
て、ホストファミリーの体験談など保
護者の皆さまのいろいろな想いを寄稿
いただきご紹介しました。保護者会の
活動を知って頂く事、保護者の皆さん
の声をお伝えすることのお手伝いが微
力ながらできたのではないかと思いま
す。また、広報企画として、「ただい
ま奮闘中」を３回にわたってお届けし
ました。今、社会人としてがんばって
いらっしゃる卒業生をご紹介しまし
た。三者三様それぞれに歩んでいる道
は違いますが、地に足をつけ、真摯に
自分の人生に向き合っていらっしゃい
ます。この学校をとても愛していて、
ここで学んだことが、彼らの中に共通
して生きていると感じました。
　担当いただいた馬場先生、快く寄稿
にご協力いただきました皆さま、たい
へんお世話になりました。ありがとう
ございました。

（金江知子）

 [卒業]
　インターナショナル・フェアが終わ
ると「残る仕事は謝恩会だね」という
のが、12年の学年委員の間での合言葉
でした。
　まず卒業関係予算を記念品代と謝恩
会費用に分けました。記念品について
は生徒卒業委員からのアイデアもあり
ましたが、やはり学校に望まれるもの
が一番と先生方に決定を委ねた結果、
プロジェクター贈呈となりました。謝
恩会は、今年はケータリングを頼みま
した。食べ盛りの子どもたちのために
とボリュームに重点を置きましたの
で、終わってみると料理が少し残って
いるくらいでしたが、飲み物が少し足
りなかったようです。
　卒業記念写真も撮りました。OISから
借用した卒業式用のガウンと角帽を着
用して、学年全体の写真を撮るという
ものです。ところが角帽の数が15個し
かなかったため、１５人ずつのグルー
プで撮影してあとでみごとに合成した
のです。これはもう名カメラマン斎藤
数先生のおかげとしかいいようがあり
ません。

　卒業式当日は小雪さえちらつく肌寒
い日でしたが、ファッショナブルな装
いの卒業生たちはひとりひとり輝いて
いました。体育館は寒かったけど卒業
式は温かい雰囲気で、みんな大好きな
SISとの別れ、友や先生との別れが尽き
ない様子でした。
　謝恩会はボランティア委員さんをは
じめとするボランティアの方たちが働
いてくださいましたので、私たちは卒
業生の親として謝恩会を楽しむことが
できました。ありがとうございまし
た。11年生のボランティアの方たちに
は、今年を参考にして来年の企画を立
ててもらえると思います。
　謝恩会のあと、卒業生は二次会に流
れましたが、私たち親も負けじと近く
のレストランを借り切って二次会を行
いました。このとき初めてお知り合い
になった方もあり、もっと早く知り
合っていれば、と話したことでした。
　今それぞれに新しいスタートをきっ
た子どもたちは、新しい環境に慣れる
のに必死の様子です。ホームシックな
らぬSISシックに陥る子どもたちの話も
よく耳にしますが、これからはSISで
培ったパワーで力強く前進していって
ほしいものだと思います。素晴らしい
母校であるSISと先生方に感謝の気持ち
でいっぱいです。

　「あれっ、今日も香醋煮！」帰って
きた息子が何度言ったことか。イン
ターナショナルフェアで出店する鳥の
香醋煮丼のために、みんなでいろいろ
味付けを試したのが、ついこの間のこ
とのように思い出されます。おかげさ
まで、フェアでは、とっても好評です
ぐに売り切ることができました。この
ほかにも、昨年度は，親睦会を3回と
「校長先生を囲む会」を実施し、大勢
の方に参加、協力いただきました。本
当にありがとうございました。何時の
間にか、子供も12年生、後1年のSIS生
活を親もしっかりエンジョイしましょ
うね。

　15年度、10年の連絡係として動いて
参りました。実は、プラスインターナ
ショナルフェア委員としても活動して
きました。いつも絶えず程よい緊張感
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　今回は、本校社会科の南淳先生の登
場です。
　先生はSIS（旧校名：大阪国際文化中
学校高等学校/対話ではSISで統一）の
卒業生でいらっしゃいます。母校で教
師をすることになるまでの経緯やこの
学校に対する思い、仕事に対する思い
などを語っていただきました。

◇

A：中学２年生の歴史を教えています。

A：中学生の場合は、日本史と限らず歴
史全般を教えています。

A：シンガポールからの帰国でした。小

学６年生から中学３年まで４年間、シ
ンガポールの日本人学校に通っていま
した。SIS卒業三期生で、高校１年でこ
こに入学したのですが、やっと全学年
が揃った時でしたね。

A：んー、そうですね…。いい面では、
行事一つとってみても全学年の生徒・
保護者が力を合わせて盛り上げてい
く、学園全体のパワーが僕らの時代よ
りもすごくあると思いますね。

A：まず、カルチュアーショックから始
まりましたね。

A：僕の通っていた学校は、日本人学校
だったので、海外にいながらほとんど

日本の学校と変わらないんです。授業
内容にしても学校の雰囲気にしても、
偏差値重視の詰め込み教育をする学校
だったので、初めは、ちょっと拍子抜
けする感じでしたね。これで勉強だい
じょうぶかなぁという感じだったです
ね。で、まあそのうちに思い知らされ
たことが、自由だけれども･･･というと
ころの「責任感の重さ」ということで
したね。先生方は何も言いませんから
ねぇ…。それがここで学んだ一番大き
なことですね。「学ぶことができた」
ということですね。

A：最初、入りたてのころは好き放題
やっていても、そのうちに、それが自
分にかえってくることを知るんです。
ここで働くことができるようになった

と疲労感・・・。
　私事ではありますが、他校に通いま
す子供の中学の役員も兼ねていまし
た。一ヶ月に二つの学校に通う事も
度々あり、時間刻みの生活を過ごし、
なんだか自分は大仕事をしているナ、
と自信がついたりした一年でした。私
の活躍は本当に、全然、全くたいした
事はありませんでしたが、ここで、大
事な所でいつも連絡をして、10学年を
まとめて下さった獅子倉さん、フェア
委員長を持ち前のやる気で完璧に務め
あげて、みんなの気持ちを一つにして
くれた松原さん、同じ出店係のリー
ダーとして、学校のコンセントと㍗数
を見事制覇した長尾さんに感謝したい
と思います。

　９年の保護者会委員は、それぞれの
委員会の行事、学年の親睦会の開催に
加え卒業謝恩会の準備があり最後まで
慌しい中、私はと言えば名ばかりの連
絡係で、他の保護者会委員にいつも助
けていただき、余計に忙しくさせてし

まって申し訳ない一年でした。
　親睦会は３度開きましたが、２度目
はインターナショナルフェアに向けて
のクラフト製作をメインにした茶話会
でした。これは、フェア委員会のクラ
フト制作活動日に参加してみたいけれ
ど、知り合いがいないと顔を出しにく
い等の話を受け計画したものです。
（これを呼び水に週２回の活動日にも
参加していただければとの思いも込め
て）茶話会には大勢の方が参加してく
ださり、制作もはかどり（？）話も弾
み（！）楽しいひとときでした。
　最後に、沢山の行事に９年は個より
学年を超えて、大勢の保護者の皆様が
お手伝いしてくださいました。御礼申
し上げます。有難うございました。

　８年生の保護者として、学年の役員
を一年間させていただきました。
　各学期に１回計３回、先生方も交え
て保護者会を開き、最後にはレストラ
ンでのお食事会にて、親睦を深めてま
いりました。日頃お逢いできないお母

様方ともお話しすることができ、保護
者会は有意義であったと思います。
　９年生になり、少しずつ大学を意識
しつつ大事な学年になりますので、教
育にも熱が入るかと思います。今後
共、他校にはない保護者同志の親睦を
さらに深めていけたら良いと思ってお
ります。

　皆様のご協力で無事一年を終えるこ
とが出来ました。
　三度の親睦会にもたくさん参加して
いただき、多少なりとも、お役に立て
たのではないかと役員一同喜んでいま
す。SIS生活も２年目に入りますが、引
き続き親睦を深めて行きたいと願って
おります。
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ので、そのことに関しては生徒たちに
伝えるようにはしているんですけど
ね･･･。

A：そう言いたいところなんですが…、
なかったですね。確かに、高校生の時
に感銘を受けた先生がいて、教師に
なって戻ってこよう…なんて思ったこ
ともありましたが、自分がどういう大
学にいって何をしたいのか考えるうち
に、弁護士になろうかなと思い始めま
した。その先生の薦めもあり、法律系
の大学を考えるようになり、推薦枠が
あるということでトライしてみようと
思ったわけです。やりたいことは決
まっていたので、あとは自分なりに条
件が揃っていると思う大学を考えた時
に、立命館大学があったので受験し、
運良くという感じでした。

A：正確には4年半で卒業しました。実
は、半年間、休学のかたちをとりまし
た。

A：４年生の時ですね。

A：その先の進路を考えた時、ん――、
どうしようかなと思ったんですね。大
学は法学部に通ったけれど、このまま
周りに流されて普通に企業で働くとい
う考え方になっているのはどうなのか
なと考え始めて…。ここで一呼吸おい
て、考えることも必要かなと思い悩ん
でいる時に、恩師を訪ねてたまたまこ
の学校に来たんです。その時に、迎え
入れて話を聴いてくれて、相談に乗っ
てくれたんですね。それで、半年間考
える期間をおこうと思ったんです。

A：後です。卒論もできて提出しました
が、一科目だけ残して休学という形を
とりました。

A：その間、なにもしなかったわけでな
くて･･･。その頃、社会的に心の問題が
問われる事件がいろいろあって、自分

もそこに着目していたということも
あって、今まで法律をやってきたけ
ど、そちらの方に興味がでてきて、カ
ウンセリングの勉強をしようと思った
んです。この学校にはカウンセラーが
いるじゃないですか。在学中からいろ
いろな話ができる環境に自分もあった
という経験もあって、心理学の勉強を
始めようと思ったんですね。半年後に
は、大学を卒業して本格的にカウンセ
ラーの養成機関に通い始めました。

A：ここに来るまで、３年間行ってまし
た。

A：あー、すっごく！おもしろかったで
すね！

A：そうですね。そこで思ったことは、
これまでと全く関係ないことをこれか
ら勉強することになるなぁ…と、いう
ことでした。今までのことを捨てるこ
とになるのかな…と思い悩んだことも
ありましたが、心理学を勉強していく
うちに、学問はつながっているという
ことがわかってきて、４年間自分が学
んできた法学を生かすことを考え始め
たんですね。人の心の問題に携わりな
がら法学をどう生かせるかなと考えた
時に、高校時代のことを思い出して、
『あっ！教育や！』と思ったわけで
す。じゃ、今からや！今から教職課程
を取ろうと思ったんです。法学部は卒
業したけど教職課程を取ってなかった
ので、教職課程コースの学士入学をし
ました。人と比べる必要はないけれ
ど、一般的にみると遅れているという
プレッシャーを感じつつ、やるんだっ
たら教職をとるために大学にもう一度
入り直して、新しく始めようと思いま
した。

A：違います。佛教大学でそういうコー
スがあるのでそこに行きました。

A：同時並行で。教職の勉強をしつつ、
心理学の勉強も続けました。

A：いやぁー、教師らしからぬ発言です
が…（笑い）、正直なところ昔は勉強
が嫌いでして、いかに力を抜こうかと
いうことを考える学生でしたが、この
時期は、言葉が汚いですけど「ヘド」
がでるくらい本気で勉強しました。で
ないといつまでも終わらない。プレッ
シャーもあったし、最短で教職をとろ
うという目標を立てました。自分を追
い詰めて、引きこもりに近い状態で、
毎日机に向かって本ばかり読んで勉強
してましたねぇ。４年半の学生生活と
は全然違う生活でした。

A：我ながらびっくりしましたね。今考
えてもよくできたなぁと思います。４
年半の学生生活でも、法律を勉強しま
したし、音楽も好きだったので、ドラ
ムをやってたんですが、バンドでライ
ブハウス巡りをしたり好きなこともし
てたんですが、この時期は、それまで
の生活が一変しましたね。

A：ん――、そうですね。その半年間
に、この学校とのかかわりがあったか
らということもありますし、そこで
フッと考える期間をおこうと思うこと
ができたのも、この学校で学んだ『視
野を広く』という考え方がないと、で
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きなかったんじゃないかと思います
ね。

A：回り道をして勉強していて、周りか
ら置いていかれるという気持ちは本当
に苦しかったけれど、性格的に、途中
で諦めることができないところがあり
まして…。社会の中で一人で生きてい
るわけではないので、周りの人のこと
が目に入りますし…。他人と比べない
で自分をどうもつかが大事でしたね。

A：当然ありましたね。そのために４年
間自分なりにやったわけですし、弁護
士、検事、裁判官もしくは警察官でも
いいから公職に就くのが小さいころか
らの夢でもあったと思うので、考えを
切り替えるには、時間がかかりました
ねぇ…。

A：そうです。

A：ちっとも迷わなかったです。日本史
が好きということもありますし、法律
は社会系の学問ですから。

A：そうです。

A：まずその前に、二つ目の大学を２年
で修了した時に、まだ心理学の方の勉
強が最後のステップであるインターン
実習を２年残していて終わってなかっ
たので、このまま教職に就くのか、心
理学の方に進むのか、両天秤は絶対不
可能なのでまたそこで悩みました。

A：あっ…、頭になかったですね（笑
い）僕の中では我武者羅でしたね。僕
がなりたい教師というのは、専門科目

はきちんと勉強してというのはもちろ
んですけど、心理的なことを把握でき
るというか心のケアーもできる教師
だったので…。心理学の方はある程度
は勉強したし、またやりたくなればそ
のステップからいつでもできるけど、
ちょうどここの教師の募集がある。
『どこの教師にでもなりたいのか』と
自分に問うた時に、『ここの教師にな
りたい』という気持ちがすっごく強く
て…、なぜなら、卒業生であることを
誇りに思っているし、自分を培ってく
れた母校であり、人生のターニングポ
イントである大学４年の時の事での感
謝もありますし。ここで恩返しだとい
うことしか頭になかったですね…。今
考えると恐ろしいですよね、ここしか
考えてなかったなんてね。あかんかっ
たらどうしたんでしょうねぇ（笑）。

A：幸運でして、家族の理解がとても
あって、サポートしてくれたことが大
きかったですね。『やれるんやったら
やれるところまでやれ、あかんかった
らその時考えろ。サポートはするか
ら』と。この学校もそういうところが
ありますし、自分の親もそういう考え
をしてくれていたので、ほんまに幸せ
ですね。

A：自分で選択したことでしたが、挫け
たり、愚痴ったり、当たることもあっ
たんですが、しっかり話を聞いてくれ
ていましたね。それはとても力になっ
たし、助かりましたよね。カウンセリ
ングの勉強をしていて、また自分がし
てもらった経験から、単に話を聞くの
ではなくて、共感しながら話を聞いた
り同じ目線で話を聞いていたら、何か
しら物事は動いていくということを感
じているので、自分が教師になったら
そうでありたいと思っています。

A：現実をバシッと叩き込まれた一年で

すね。『まだまだこれからだぞ』と先
輩からよく言われます。どんな職業も
そうだと思いますけど。

A：授業は…、生き物だなとすごく実感
しています。子供たちも当然そうなん
ですが、マニュアルは通用しないです
ね。対人関係の重要性も感じてます。
この学校は、小学校から積上げてきて
いるレベルが個々に全然ちがいますか
ら、そういう中でどう教えていくかこ
の一年ほんとに苦しみましたね。授業
時間外にもヘルプして、なんとか進め
ていけるという現実がありますね。
秋・冬学期には高校地理も教えていま
して、地理ではほとんど感じません
が、中学歴史は特にその必要性と現実
を感じます。そこら辺が僕の大きな課
題ですね。

A：相対的ですが、それぞれの生徒を個
別に見たいとは思っています。出来る
だけ関わろうと思えば思うほど、一言
声をかけることの大切さを思います
ね。廊下でニコッとするだけでも、そ
こから始まるんだなと思います。いろ
んな意味で教師としてただいま勉強中
です…。

A：そうですね。ここに来てよかったな
と思っていますが、心がけていること
は、母校に戻ってきたというので甘え
もあるのではないか、悪い意味で社会
勉強が足りないという見方もあるかも
しれませんが、それは自分次第だし、
自分に甘えないということを肝に銘じ
ています。

A：ん――、５つのリスペクトを忘れて
いる、もしくは大事にしていないとい
うことが、以前より感じられるという
ことですかね…。声をあらわにして自
分の学校の良いところを否定するとい
うことは卒業生として悲しいです
ねぇ。教え子たち・後輩たちというの
は、教師・先輩からすればやはり無条
件にかわいいものですから、彼らにも
この学校にプライドをもってほしいで
すね。
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　大学を卒業するまで随分と多くの先生方にお世話になりました。その中
で、私にとっては忘れ得ない先生が何人かいます。
　その一人は、高校２・３年の担任をしてくださった国語科の先生です。知
識が豊富、文学に造詣が深く情熱的、授業はいつも学ぶことがいっぱいで楽
しくあっという間だった記憶があります。先生からは多くを学びました。
　授業の中で、ご自分の幼子を亡くされたときの話をしてくださいました。夜
半に病院から車で帰路に着く時、外はぼた雪が沈沈と降っていたそうです。
そして、静かに目を閉じ、宮沢賢治の「永訣の朝」を粛々と暗唱されまし
た。哀しく長い詩です。教室は静まり返り、生徒は皆先生の顔を凝視し、一
心に先生に心を傾けていたように思います。きっと先生はこの詩を通して、
愛する妹でありまた彼の良き理解者であったとし子を亡くした宮沢賢治の心
の深い哀しみを、理解し共有したのだと思います。
　もうあれから30年以上にもなるのに、今でもあの時の情景が鮮やかに私の
中にあります。それを想うとき、その時のその場所にタイムスリップしてし
まう感覚になるのです。
　前にも後にも宮沢賢治に関する本は随分読みました。でも、彼の本当のす
ばらしさと奥深さを知ったのは、子どもたちが生まれた後でした。
　過去の時間と空間を共有できたのは３年。先生から頂いたさまざまな何か
を、今も自分なりに育てているような気がしています。
　子どもたちはこの学園で、先生と、友達とどんな出会いをしていくでしょ
うか。

　しつこい肩こりに降参して、近所の鍼灸院を訪ねました。下記、こぎれい
な待合室に掲示されていました。ンー…、なるほど…。

A：自分を表現することに惜しみない努
力をすることですね。それと団結力が
あると思いますね。何か行事がある時
のパワーはすごいなと思いますね。こ
の素晴らしさは、本当に大事にしても
らいたいと思います。

◇

　勉強に追い立てられていた中学時
代、見た目はいい子をしながらやり場
のない心はささくれていたといいま
す。『ここに入学した当時、お前は希
望も情熱も何もなくほんとうに冷めて
いたなぁ』と、恩師からも言われるそ
うです。血気盛んな高校3年間に、エネ
ルギーの出し方をこの学校で教えて
もった。この学校に温かさを感じるこ
とができて、それから変わったような
気がする。言ってしまえば、とにかく
この学校が大好きなんです。南先生は
おっしゃいます。
　社会全体が病んでいるような事件や
ニュースばかりが報道される毎日。生
き難い時代かもしれません。ここでご
紹介した卒業生の皆さんは、三者三様
それぞれに道は違えど、自分自身に正
直に、そして真摯に人生に向き合って
いらっしゃいます。必ずしも安易な道
ではありません。卒業生であることに
誇りを持っていて、この学校をとても
愛していて、ここで学んだことが彼ら
の中でしっかりと生きています。
　青空を仰ぎ見るような、いのち芽吹
く躍動感に満ちたこの季節のような、
誇りに思ような方達でした。ありがと
うございました。

MIMIMIMIMIMIMIMIMIMIコーナーコーナーコーナーコーナーコーナー

　このインターカルチュア５月号が発行されるのは、葉桜のころでしょう。それもまた、新緑が目に眩しく、躍動感に満
ちていて心地のいいものです。
　編集に勤しむ今、さくらは盛り。いのちさかんなる季節の花、殊にもさくらはとくべつの花で、人々に待たれて咲き、
散るな散るなと惜しまれて散る。花は花として咲き、花として散る。その潔さを日本人は愛し、花といえば桜、武士は桜
と比肩することで誇り高く生きたのです。
　さくらの花は、きれいな声をしていると人はいい、さくらの花は、いいかほりだと人はいう。さくらは、すこしさみし
いと私は思う。

さみしさの　桜は白し　ただ白し　（新子）
　新しい仲間を迎えて、新学年がスタートしました。子供達と共に、また学園生活を楽しみましょう！

　養生録　[春]＝日常生活＝
　就眠をいくら遅らせても良いが、朝は早めに起きて散歩するのがよ
い。頭髪は形をゆるめ、全体をゆったりと自由にする。心中の意欲を
起こし、育てる。そして、起こした意欲はのびのびと成長させるべき
で、抑えつけてはならない。生長に役立つものはすべて施すべきで、
奪ってはならない。これが春に適応し。「生気」を保養する道理であ
る。



28

５～６月行事予定５～６月行事予定５～６月行事予定５～６月行事予定５～６月行事予定
月 日 曜
05　13　木 春季リサイタル 16:00
　　29　土 学園祭 10:00-14:00
　　31　月 教員研修日・休校
06　11　金 高等部スポーツ表彰式 16:00
　　15　火 高等部春季コンサート 18:30
　　17～19 SIS模擬国連（京都）
　　18　金 OIS高等部卒業式 19:00
　　23　水 SIS編入選考
　　24　木 中等部春季コンサート 16:00
　　30　水 SIS春学期終了・OIS学年終了
　

春学期春学期春学期春学期春学期５月号５月号５月号５月号５月号((((( 上旬上旬上旬上旬上旬)))))卒業式、入学式、大学等合格状況

６月号６月号６月号６月号６月号((((( 中旬中旬中旬中旬中旬)))))学園祭、教育実習

秋学期秋学期秋学期秋学期秋学期1 01 01 01 01 0月号月号月号月号月号(((((上旬上旬上旬上旬上旬)))))夏の宿泊行事、夏の諸活動報告

1 11 11 11 11 1月号月号月号月号月号(((((中旬中旬中旬中旬中旬)))))運動会、玄関コンサート

冬学期２月号冬学期２月号冬学期２月号冬学期２月号冬学期２月号((((( 上旬上旬上旬上旬上旬))))) ｵｰﾙｽｸｰﾙﾌﾟﾛﾀﾞｸｼｮﾝ、模擬国連

３月号３月号３月号３月号３月号((((( 中旬中旬中旬中旬中旬)))))入試結果、卒業生へ贈る言葉

他に留学報告、スポーツ結果、各種表彰、授業紹介、生徒会・クラブ活動等

編集後記編集後記編集後記編集後記編集後記
　SIS広報センターは、この「インターカルチュア」の編集・発行と、学園ＨＰの作成・更新、「研究紀要」等SIS
出版物の編集・発行を主な仕事としています。この４月からは井藤先生に替って志垣先生に手伝っていただくこと
になりました。井藤先生お疲れ様でした。また、保護者会広報委員の方々も１年間ありがとうございました。新委
員の皆さん、どうぞよろしくお願いします。（馬場博史）
　４月は色々な新しい事が始まる季節、私自身も１年間の育児休暇を終えて、心機一転、学園に戻ってくる事が出
来ました。毎日仕事と育児で大変ですが、１年ぶりの学園は、やはり活気があって、生徒たちからエネルギーをも
らっているんだなあと感じる今日この頃です。この４月から、SIS広報センターのお仕事もする事になりました。こ
の学園には長く居るのですが、インターカルチャーの編集は初めてで、少し不安もあります。でも、これを通して、
また学園の新しい面を発見しつつ、頑張っていきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。（志垣
満理）
　インターカルチュアへの記事・ご感想等は、e-mail で hbaba@senri.ed.jp までお送り下さい。インターカルチュ
アはバックナンバーも含めて本学園ホームページ  www.senri.ed.jp/interculture でもご覧いただけます。また学園
ホームページにつきましてのご意見ご感想などは、webmasters-j@senri.ed.jp までお願いします。

★駐車場には限りがありますので、公共交通機関のご利
用をお願い致します。


